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イ

ン

ド

芸

術

の

理

念

と

目

的

－

最

終

講

義

抜

粋

－

書

簡

に

見

る

親

鸞

と

慈

信

房

善

鸞

西

田

幾

多

郎

と

真

宗

『

念

佛

鏡

』

に

見

る

八

世

紀

後

半

の

禅

の

動

向

『

八

千

頌

般

若

』

の

一

切

智

－
s
a
r
v
a
j
i
i
a

。
s
a
r
v
a
j
n
a
t
v
a

。
s
a
r
v
a
j
n
a
t
a

―

カ

ビ

ー

ル

『

ビ

ー

ジ

ャ

ク

』

和

訳

余

滴

－

智

慧

の
3
4

－

チ

ベ

ッ

ト

語

訳

仏

典

成

立

過

程

の

考

察

清

水

乞

而

）

森

章

司

（
回

竹

村

牧

男

（
7
4
）

伊

吹

敦

（
9
5
）

渡

辺

章

悟

（
1
6
5）

橋

本

泰

元

（
1
7
2）

川

峙

仁

定

（
1
8
4）

－

」。キ

観
心
論
い
第
九
章
・
第
十
章
梵
本
・
蔵
訳
テ
キ
ス
ト
対
照
研
究
－

第
七
格
の
意
味

と
用
法

菅
沼

晃
（
訓
）

j
S
i
d
d
h
a
n
t
a
k
a
u
m
u
d
i

。
K
a
r
a
k
a
p
r
a
k
a
r
a
n
a

訳

註

（

旦

－
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清水 乞 教授 近影



清
水

乞

教
授

略
歴
・
業
績
目
録

略
歴

昭

和

じ
年

八
月

昭

和
二
六
年

三

月

昭

和
二
八
年

昭

和
三
三
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
し
年

四
月

三

月
四
月

三

月
四
月

昭
和
三
九
年

三
月
四
月

昭
和
四
二
年

三
月
四
月

昭
和
四
七

年

三
月

四
月

昭
和
四
九

年

四
月

兵
庫
県
に
生
ま
れ
る

大
阪
府
立
春
口
丘
高
等
学
校
卒
業

同
志
社
大
学
文
学
部
英
文
学
科
人
学

同
大
学
卒
業

東
洋
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
人
学

同
大
学
卒
業

東
洋
大
学
人
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
ヴ
攻
修
十
課
程
進
学

同
大
学
院
同
課
程
修
了

同
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
陣
L
課
和
進
学

同
大
学
院
同
課
程
単
位
取
得
退
学

大
東
文
化
大
学
教
養
課
程
専
任
講
師
就
任

同
大
学
退
職

束
洋
大
学
文
学
部
専
任
講
師
就
任

同
大
学
助
教
授
に
昇
任
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昭

和
五
六
年

四
月

平

成

七
年

同

大

学
教
授
に
昇

任

博
士

（
文

学
）

の
学
位
を
受

け

る

著

書

・

編

著

・

共

著

『

ア

ジ

ア

仏

教

史

・

イ

ン

ド

編

ｗ

密

教

』

（

共

著

、

佼

成

出

版

社

、

昭

和

四

九

年

六

月

）

『

仏

具

辞

典

』

（

編

著

、

東

京

堂

出

版

、

昭

和

五

三

年

九

月

）
T
h
e
B
h
a
s
a
v
a
t
a
-
p
u
r
d
n
a
M
i
n
i
a
t
u
r
e
P
a
i
n
t
i
n
g
s
f
r
o
m
t
h
e
B
h
a
n
d
a
r
k
a
r
O
r
i
e
n
t
a
l
R
e
s
e
a
r
c
h
I
n
s
t
i
t
u
t
e
M
a
n
u
s
c
r

貨
D
a
t
e
d
1
6
4
8

／
w
i
t
h
a
n
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
a
n
d
S
y
n
o
p
s
e
s
W
r
i
t
t
e
n
b
y
T
a
d
a
s
h
i
S
h
i
m
i
z
u

；
T
r
a
n
s
l
a
t
e
d
b
y
R
o
l
f
W
.
G
i
e
b
e
l

。
C
e
n
t
r
e
f
o
r
E
a
s
t
A
s
i
a
n
C
u
l
t
u
r
a
l
S
t
u
d
i
e
s
f
o
r
U
n
e
s
c
o

。
1
9
9
3
.

分
担
執

筆

「
密

教
の
歴
史
－

イ
ン

ド
密
教
概

説
」
（
宮

坂
宥

勝
ほ
か

編

『
講
座

密
教
』
2

、
春
秋
社

、
昭
和
五
二

年
二

月
）

「
密

教
に
と

っ
て

の
美

術
」
（
加
藤

敬
写

真
、
杉

浦
康
平

構
成

『
マ
ン

ダ
ラ
ー
出

現
と
消

滅
L

西
チ

ベ
ッ
ト
仏
教

壁
画

の
宇

宙
』
「
マ
ン

ダ
ラ
ー

出
現
と

消
滅
―
展

」
図
録

、
昭
和
五

五
年
七
月

）

「
仏

教
美

術
に

お
け
る
菩
薩

思
想
―
観

想
行
と

そ
の
造
形

化
を
中
心

と
し

て
」
（
西
義

雄
博
士
頌

寿
記
念

論
集
刊
行
会
編

『
西

義
雄

博
士

頌
寿
記

念
論
集

菩
薩
思

想
』
、
大
東
出
版

社
、
昭
和

五
六
年
五

月
）

「
『
千

手
四

十
手
深

要
決
』
－

密

教
図

像
論

序
説
」
（
森
重

樹
編

『
栂
尾

コ
レ

ク
シ
ョ
ン

顕
密
典

籍
文

書
集
成
』
別
巻
、
平

河
出
版

社
、

昭
和
五
六
年

九
月

）
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「

密
教
事
相

の
基
調

―
栂
尾
博
士

の
研

究
及
び

蔵
書
と

関
連
し
て

」
（
同

右
）

「

九
曜

（
N
a
v
a
g
r
a
h
a
)

と
そ

の
図

像
」
（
勝
又

俊
教
博
十

古
稀

記
念

論
集
刊
行
会

編

『
勝
又

俊
教
博
士
古

稀
記
念
論
集

大
乗

仏
教
か

ら
密
教
へ
』
、
春

秋
社

、
昭
和
五
六
年

九
月

）

「

マ
ン

ダ
ラ
と

美
的
情

趣

（
ラ

サ
）
」
（
松

長
有

慶
編

『
ア

ン
タ
ラ

の
世
界
』

講
談
社
、

昭
和
五

八
年

五
月

）

「

マ
ン

ダ
ラ

の
心
象
」
（
金
岡

秀
友

ほ
か
編

『
空
海
と

密
教
宇
山
』

側
目

カ
ル
チ

ャ
ー
叢
書
1

、
光
付
図

書
出
版
、
昭
和
五
九
年

五
月

）

「

道
場

観
と
密

教
図
像

二

」
」
（
壬

生
台
舜

博
土

頌
寿
記
念

論
集
刊
行

会
編

『
壬

生
台
舜

博
士
頌
1

記
念

論
集

仏

教
の
歴
史
と
思
想
』

昭
和

六
〇
年
二

月
）

「
密

教
に
お
け

る
菩
薩
」
（
金

岡
秀
友
厚

士
還
暦

記
念

論
文
集
刊

行
会
編

『
金
岡
秀
友

博
士
還
暦
記

念
論
文

集

大
乗
菩
薩

の
世

界
』

佼

正
出

版
社
、
昭

和
六
三
年

七
月

）

「
仏

教
の
芸
術
と

儀
礼
」
（
菅
沼

晃
編

『
講
座

仏
教

の
受

容
と

変
容
・
イ

ン
ド
編
』

佼
成
出
版

社
、
平

成
三
年

一
〇
月
）

「
初
期

ラ
ー

ガ

ー
デ
ィ
ヤ

ー
ナ
に

つ

い
て
」
（
東

洋
大

学
東

洋
学
研

究
所
編

『
ア
ジ

ア
に
お
け

る
宗

教
と
文

化
』

国
書
刊
行
会
、
平

成
六

年
三
月

）

「
イ

ン
ド
音
楽
論

よ
り
見
た

チ

ャ
ル

ヤ
ー

ギ
ー
テ
ィ
」
（
石

上
善
応

教
授
古
稀
記

念
論
文

集
刊
行
会

編

『
石

上
善
応

教
授
占
稀
記

念
論
文

集

仏
教
文
化

の
基
調
と

展
開
』

山
喜
房

怖
書
林

、
平
成
一
三

年
五
月

）

雑

誌

論

文

「

本

尊

仏

の

成

立

と

そ

の

意

義

」

（
「

東

洋

大

学

大

学

院

紀

要

」

二

、

昭

和

四

〇

年

九

月

）
r
S
o
m
e
A
s
p
e
c
t
s
o
f
M
e
d
i
e
a
v
a
l
I
n
d
i
a
n
P
a
i
n
t
i
n
g
i
n
t
h
e
V
i
s
n

乱
h
a
r
m
o
t
t
a
r
a
-
p
u
r
a
n
a
j

（
「

印

度

学

仏

教

学

研

究

」

一

五
－

一

、
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昭

和

四

一

年

コ

ー
月

）

「

文

献

に

み

ら

れ

る

イ

ン

ド

絵

画

の

分

類
1
v
i
s
n

乱
h
a
r

ヨ

〇
t
t
a
r
a
-
p
u
r
a
n
a

を

中

心

と

し

て

」

（
「

印

度

学

仏

教

学

研

究

」

一

六

―

一

。

昭

和

四

二

年

コ

ー
月

）

「
v
i
s
n

乱
h
a
r
m
o
t
t
a
r
a
-
p
u
r
a
n
a

に

見

ら

れ

る

自

然

描

写

の

意

義

－

ユ

に

の

場

合

」

（
「

印

度

学

仏

教

学

研

究

」

一

七

－

一

、

昭

和

四

三

年

コ

ー
月

）

「

中

世

イ

ン

ド

壁

画

の

一

考

察

」

（
「

大

東

文

化

大

学

紀

要

教

養

編

」

一

、

昭

和

四

三

年

八

月

）

「

イ

ン

ド

神

像

の

形

態

観

念

－
v
i
s
n
u

の

場

合

」

（
「

大

東

文

化

大

学

紀

要

教

養

編

」

二

、

昭

和

四

四

年

七

月

）

「
T
h
e
V
i
s
n
u
d
h
a
r
m
o
t
t
a
r
a
-
p
u
r
a
n
A
N
a
I
I
I

。
A
d
.
3
0
a
n
d
t
h
e
N
a
t
y
a
s
a
s
t
r
a
A
d
.
6

―
a
c
o

ヨ
p
a
r
a
t
i
v
e
s
t

乱

こ

（
「

印

度

学

仏

教

学

研

究

」

て

八

－

一

、

昭

和

四

四

年

コ

ー
月

）
T

ン

ル

パ

ー

シ

ヤ

ー

ス

ト

ラ

に

お

け

る

絵

画

論

」

（
「

東

洋

学

研

究

」

五

、

昭

和

四

六

年

三

月

）

「

曽

江

石

三

建

築

家

」

に

代

表

さ

れ

る

イ

ン

ド

芸

術

家

の

特

性

」

（
「

印

度

学

仏

教

学

研

究

」

一

九

―

ニ

、

昭

和

四

六

年

三

月

）

「

イ

ン

ド

絵

画

に

お

け

る

素

描

」

（
「

大

東

文

化

人

学

紀

要

教

養

編

」

四

、

昭

和

四

六

年

三

月

）

「

イ

ン

ド

芸

術

学

考

－

そ

の

成

立

と

展

開

」

（
「

東

洋

研

究

」

～

八

、

昭

和

四

じ

年

六

月

）

「

イ

ン

ド

中

世

に

お

け

る

ブ

ロ

ン

ズ

像

と

そ

の

鋳

造

法

」

平

束

洋

大

学

紀

要

文

学

部

篇

」

二

六

、

昭

和

四

七

年

コ

ー
月

）

「

イ

ン

ド

中

世

に

お

け

る

造

形

美

術

批

評

」

（
「

日

本

仏

教

学

会

年

報

」

三

八

、

昭

和

四

八

年

八

月

）

「
S
a

ヨ
a
r
a
n
g
a
n
a
s
u
t
r

乱

冨
r
a

第

三

四

章
A
p
r
a
y
o
j
y
a
p
r
a
y
o
j
y
a

―

建

築

装

飾

モ

チ

ー

フ

に

つ

い

て

」

（
「

印

度

学

仏

教

学

研

究

」

二

二

－

一

、

昭

和

四

八

年

コ

ー
月

）

「

梵

文

造

像

量

度

経

注

釈

概

説

」

（
「

東

洋

学

研

究

」

八

、

昭

和

四

九

年

五

月

）
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「
密
教
研

究
文
献
目
録

①
」
（
「
月

刊

密

教
講
座
」

一
－

．
、
昭
和
川
‥
九
年
九
月
）

「
密
教
美
術
（

イ
ン

ド
）
1

密

教
見

術

の
本
質
と
そ

の
川
辺

二

）
～

（

．
二
）
」
（
「
月
団
‥

密
数
講

座
」

．
―
一
～

．－

一
二

、
昭
和

四
九
年
九

月
～
昭
和

五
二
年

九
月

）

「

マ
ン

ダ
ラ
の
実
践
と

造
型
」
（
「
現
代
宗

教
」
一
－

ニ

、
昭

和
五
〇
年
じ
月

）

「
A
r
c
a
{
礼
拝
像

｝
要
請

の
一
幽
面
」
（
「
印
度

学
仏
教
学

研
究
」
二

円
‥－

．・
、

昭
和
五
一
年
三
月

）

「
イ
ン

ド
建
築
の
起
源

伝
説

（
イ
ン

ド
建
築
の
起
源

神
話

）
」
（
「
川

刊

密

教
講
座
」
別

巻
六
、
昭
和
五

一
年
四

月
）

「
K
a
s
y
a
p
a
s
i
l
p
a
s
a
s
t
r
a

所
説

の
塑
像
技
法

」
（
「
束

洋
学
研

究
」

．
一

、
昭
和
五
二
年
三

月
）
T

ン
ル

パ
ラ
ト
ナ
の
絵
画

論
」
（
「
月
刊

密
教
講

座
」
一
－

一
一
、
昭

和
五
二
年
六
月

）

「
都
市

・
寺

院
・
マ

ン

ダ
ラ
」
（
「
月
刊

密
教
講

座
」

．－

二
、
昭

和
五
二
年
九
月

）

「
仏
道
と
美

術
」
（
「
東

方
界
」
四

八
、
昭

和
五
二
年

～

月

）

「
イ
ン

ド
宗

教
儀
礼
と

造
形
」
（
「
日
本
仏

教
学
会
年

報
」
四
一
ミ

昭
和

．九
ミ
年
八
川

）

「
後
期
イ
ン

ド
密
教
図

像
と
情

趣
論
」
（
「
東
洋
学
論

叢
」
四

、
昭
和
五
四

年
三
月

）

「
観
音
の
原

像
を
め
ぐ

っ
て
」
（
「
遊
」
、
昭
和
五
四

年
四
列

）

「
如
是
我
観
」
（
「
水
墨
」

一
六

、
昭
和
五

六
年
四
月

）

「
知
恵
の
世
界

を
観
想
す

る
」
（
「
宗

教
工

芸
－

宗

教
に
お
け

る
造
形
と

は
」
三
－

じ

、
昭
和
五
七
年

一
月

）

一
六
十
四
喩
伽
女

と
そ

の
図
像

資
料

」
（
「
密
教
図
像
」

創
刊

号
、
昭
和
五

七
年
六
月

）

「
仏
教
図
像

の
地
平
」
（
「
ア

ー
ガ
マ
」
三

六
、
昭
和
五

八
年
二

月
）

「
イ
ン
ド
の
絵
両

論
I

～
8

」
（
「
仏
㈲
」

一
～
八
、

目
貿
出

版
礼
、
昭
和

五
八
年
五
列

～
昭
和
六

〇
年
九
月

）
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「
道
場

観
と
密

教
図
像

（
二

）
」
（
「
東
洋

学
論
叢
」
九

、
昭
和
五
九

年
三
月
）

「
生

駒
宝

山
寺
本

『
覚
禅
妙
』

に
つ

い
て
I

厖
書

を
中
心
と
し

て
」
（
「
東

洋
学
研

究
」
一
八

、
昭
和
五

九
年
三
月

）

フ
ン
ル

パ
文
献

に
お
け

る
図

像
資
料

二

）
－

『
ル
ー

パ
マ
ン
ダ
ナ
』
を

中
心
と
し

て
」
（
「
東

洋
学
論

叢
」
一
一
、
昭
和
六

一
年

三
月
）

「
虚
空

蔵
菩
薩

の
形

像
」
（
「
大
法
輪
」
・
-
J
1
.
1
九

、
昭
和
六

．
年

九
月

）

フ
ン
ル

パ
文

献
に

お
け

る
図

像
資

料

つ
二
）
－

『
ル
ー

パ
マ
ン

ダ
ナ
』

本
論
を
中

心
と
し

て
」
（
「
束

洋

学
論
叢
」

三

一
、

昭
和
六
二
年

三
月

）

「
ラ

ー
ガ

ー
マ

上

フ
ー
研

究

序
説
」
（
「
東

洋
学
論
叢
」

一
三
、
昭

和
六
三
年
三

月
）

「
イ
ン

ド
戯
曲
論

に
み
ら
れ

る
男
性
観
」
（
「

束
洋

学
研

究
」
ニ

．一
、
昭
和
六
三

年
三
月

）

「
ラ
ー

ガ

ー
マ

ー
ラ

ー
画

に

お
け
る
映

像
と

表
現
」
（
「
束

洋
学
研

究
」
二
三

、
平

成
元
年

三
月
）

「
仏
の
造

型
・
そ
の

意
味

と
表
現
－

観
音

の
図
像
解
釈
」
（
「
近
代

の
為

術
」
別
冊

「
仏

像
を
旅
す

る
」
、
至

文
堂
、
平

成
三
年

一
月
）

「
B
.
0
.
R
.
I
.
所

蔵

忍
g
a
-
r耐l
n
i
-
s
v
a
r
u
p
a
n
i

の
写

本
」
（
「
束

洋
学
論
叢
」

∵
ハ
、
平

成
三

年
三

月
）
T

八
千
頌

般
若

経
の
手
写

本
と

挿
図
」
（
「
目

本
の
芙
術
」

ご：

○

、
令
文
唯
、
聡

成
四
年
一
べ
月

）

「
イ

ン
ド
造

型
と
美
的

体
験
」
（
「

目
本
の
美
術
」

．ぺ
ぐ

、
至

文
堂

、
平

成
四
年

凹
月
）

「
イ

ン
ド
絵
画

の
礁

評
と

技
法
」
（
「
‐

本
の
為
術

」
ミ

で

．
、
ヤ
文
京

、
平

成
四
年

斤
川

）

「
密

教
儀
礼
に

お
け

る
イ

メ
ー

ジ
の
重
層
性
」
（
「
‐

本
仏
教

学
会

年
報
」

五
し
、
平

成
四
年
一
〇

月
）

「
イ

ン
ド
古
典

音
楽
書
に

お
け
る
立
目－

段
楽
作
目
の
心
象
化
を

め
ぐ

っ
て
」
（
「
束
洋
学

論
叢
」
一

八
、
平

成
元
年
三
月

）

「
K
s
e
m
a
k
a
r
n
a
:
R
a
g
a
m
a
l
a

の
写
本
」
（
「
東

洋
学
論
叢
」

一
九
、
平

成
六
年
三
月

）

「
初
期

ラ
ー

ガ

ー
デ
ィ
ヤ

ー
ナ

に
つ

い
て
」
（
「
束

洋
学
研

究
」

ご
．
一
、
ヤ

成
六
年
三
月

）
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「
S
a
n
g
i
t乱
a
r
p
a
n
a
所

説

の

観

想

図

像

（
R

回

會

巡
I

）
」

（
「
東

洋

学

論

叢

」

二

〇

、

平

成

七

年

三

月

）

司
a
n
c
a
m
a
s
a
r
a
s
a
m
h
i
t
a
所

説

の

観

想

図

像

」
（
「

東

洋

学

論

叢

」

二

三

平

成

八

年

三

月

）

「
R
a
s
a
k
a
u
m
u
d
i所

説

の

観

想

図

像
(
r
a
g
a
-
d
h
y
a
n
a
)
J（
「

東

洋

学

論

叢

」

二

二

、

平

成

九

年

三

月

）

司
a
n
d
a
r
i
V
i
t
t
h
a
l
a
著

忍

回

∃
R
Q

所

説

の

観

想

図

像

」

平

東

洋

学

論

叢

」

一
こ
二
、

平

成

一

〇

年

三

月

）

「

観

仏

か

ら

造

仏

へ

」
（
「

日

本

仏

教

学

会

年

報

」

六

三

、

平

成

一

〇

年

八

月

）

「

忍
g
a
v
i
b乱
h
a

の

観

想

図

像

と

ラ

ー

ガ

の

継

承

」
（
「
束

洋

学

論

叢

」

こ

川
‥
、

平

成

一

．
年

三

月

）

「
S
a
n
g
l
t
a
n
a
r
a
y
a
n
a

所

説

の

観

想

図

像

」
（
「
束

洋

学

論

叢

」

二

五

、
ｙ

成

て

一
年

三

月

）

「
K
u

ヨ
b
h
a
k
a
r
n
a
作
:
R
a
s
i
k
a
p
r
i
y
aに

見

ら

れ

る

歌

謡
－
D
a
s
a
v
a
t
a
r
a
k
i
r
t
i
d
h
a
v
a
l
a
-
p
r
a
b
a

乱
h
a

に

つ

い

て

」
（
「

駆

洋

学

論

叢

」

二

六

、

平

成

一

三

年

三

月

）
T

フ
ー

ガ

の

ラ

ン

ジ

ャ

ナ

（
心

を

彩

る

）

作

用

」
（
「

束

洋

学

論

叢

」

二

じ

、

平

成

一

四

年

三

月

）
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研
究

室
報
告

①

清
水
乞
先
生

が
本
年
度
木
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
大

学
を
去
ら
れ
る

こ
と
を
承
け
て

、
ず
成
十
五
年
一
月
十
六
日
に
最
終
講
義
を
お
願
い
し

た

。
在
学
生
や
卒
業
生
を
巾
心
に
多
く
の
聴
衆
を
得
て
、
人
変
な
盛
況

で
あ

っ
た
。
引
き
続
き

、
会
場
を
巾
水
会
館
に
移
し
て
懇
親
会
を
開
き
、

楽
し

い

。
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た

②

本
年
度
よ
り
、
町
任
教
貝
（
教
授
）
と
し
て
竹
村
牧
…乃
氏
を
迎
え
た
。

竹
村
氏
は
、
～
成
十
二
年
度
に
退
任
さ
れ
た
川
村
晃
祐
教
授
の
後
を
襲

っ

て
「
日
本
仏
教
史
」

な
ど
の
授
業
を
担
当
さ
れ
た
。。

③

本
年
度
の
本
学
役
職
と
し
て
は
、
菅
沼
晃
教
授
が
引
き
続
き
評
議
員

を
担
当
し
た

（
森
章
司
教
授
は
文
学
部
長
を
退
任
し
た
）
。

⑤

本
年
度
も
学
科
と
し
て
新
入
生
歓
迎
行
事
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
意

を
注
い
だ
。
特
に
、
ゼ
ミ
連
絡
会
議
の
発
案
の
も
と
、
平
成
ト
四
年
四

月
じ
‐

に
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

ー
イ
ン

ー
ワ
ン

デ
イ
」
と
銘

打
っ
て
行
わ
れ
た
新
入
生
歓
迎
球
技
人
会
で
は
最
高
の
盛
り
に

が
り
を

見
せ

、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、
新
人
生
同
卜
、
あ
る
い
は
新
人
生
と
L

級
生

の
交
流
を
促
す
と
い
う
点
で
、
人

い
に
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

⑤

本
年
度
も
「
ゼ
ミ
活
性
化
対
策
」
と
し

て
中
国
社
会
科
学
院
匹

賜
宗

教
研
究
所
9
究
員
の
嘉
木
楊
凱
朝
氏
、
な
ら

び
に
イ
ン
ド
舞
踏
家
の
川

原
田

文
香
女
史
を
お
招

き
し

て
、
そ

れ
ぞ
れ
「
モ

ン
ゴ
ル
仏
教
の
歴

史
」
、
「
イ
ン
ド
古
典
舞
踏

の
理
論
と
実
際
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
頂

い
た
（
平
成
十
四
年
五
月
二
十
三
日
、
十
一
月
二
十
九
日
）
。
お
二
方

と
も
、
当
事
者
、
実
践
者
な
ら
で
は
の
内
容
で
、
学
生
た
ち

の
好
奇
心

を
大
い
に
駆
り
立
て
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

⑤

本
年
度
は
、
平
成
丿
四
年
六
月
一
日
に
本
学
を
会
場
に
し
て

仏
教
忠

想
学
会
を
開
催
し
か
（
発
表
会
場

一
一
三
〇
八
教
室
、
懇
親
会

‥
ス
カ

イ
ホ
ー
ル
）
。
多

く
の
出
川

者
を
得
、
ま
た
、
活
発
な
討
論
が
行
な
わ

れ
、
学
会
は
大
成
功
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
陰
に
人
学
院
生
た
ち
の
尽
力

が
あ
っ
た
こ
と

は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

①

本
年
度
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
ト
九
日
に
、
駒
洋
、
立
正

、
人
正

の
各
大
学
の
学
長
を
お
招
き
し
、
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
四
人

学
学
長
会
議
を
開
催
し

か
。
本
学
か
ら
も
神
田
学
長
、
大
塚
常
務
を
初

め
と
し
て
、
学
科
主
任
、
大
学
院
専
攻
主
任
な
ど
が
出
席
し
て
、
私
立

人
学
の
将
来
の
展
望
な
ど
に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
な
わ
れ
、

大
学
や
学
科
に
と
っ
て
甚

だ
有
益
で
あ
っ
た
。

⑧

本
年
度
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
平
成
十
四
年
十
一
月
三

］‥
、
ス

カ
イ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
印
皮
折‥
学
科
人
同
窓
会
－

第
一
結
集
2
0
0
2

」
を
開
催
し
た
。
こ

れ
は
印
度
哲
学
科
の
卒
業
生

が
中
心
と

な
っ
て

開
い
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
卒
業
生

や
仕
校
生
な
ど
、
思
い
の
外
、
多

く
の
参
加

が
あ
り

、
広

い
会
場
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
昔

の
話
題
に

花
が
咲
き
、
皆
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑨

本
年
度
も
大

学
院
の
研
究
発
表
会
を
前
期
（
ヒ
月
十
七
日
）
と
後
刻

（
十
二
月
十
二
口
）
に
開
催
し
か
。
前
期
の
発
表
者
は
伊
東
昌
彦
（
M
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1
）
、
満
達
（
M
2

）
、
今
野
道
隆
（
D
I

）
、
同
4

力
（
D
2

）
、
富
田

雅
史
（
D
3

）
、
熊
田
順
正

（
D

旦

の
六
人

、
後
期

の
発
表
者
は
赤

平

成

十

四

年

度

業

績

（
平
成
十
四
年
一
月
～
十
二
月
）

坂
史
人
（
M
I

）
、
林
香
奈

（
M
I

）
、
堀
井
品
子
（
M
2

）
、
松
原
茂

樹
（
D
2

）
、
出

野
尚

紀
（
D
3

）
、
熊

川

順

。止

（
D
3

）

の

六
人

で

あ

っ

た

。

⑩

本
年

度

の

朝
霞

校
心
‥
で

の

テ

ィ

ー
チ

ン

グ

ー
ア

シ

ス

タ
ン
ト

は

、

人

学

院
後

期

課

程

の
出

野

尚

紀

れ

が

。
人

で

担
当

し

た

。

⑩

本
年

度

の

卒

業
論

文

・
卒

業

制
作

の
提

出

抒

は

、
1

部

が

六
ト

し

も
H

部

が
三

ト

三

名

で

あ

っ
た

。
本
年

度

の

優
秀

論

文

に
対

す

る
褒

賞

は

、

以
下

の

通

り

で

あ

る

。
田

村

芳
朗

奨
学

基

金
受

賞
者
－

占

次
通

泰

（
U

部

）
。
勧

学

奨

学

基
金

受

賞

者
1

松

田

雅

彦

（
1

部

）
、
江

成

紀
子

（
H

部

）
、
校

友

会

学

生
研

究

奨

励

基

金
受

賞

者
－

布

施
祥

犬

（
1

部

）
、

横

田

由
美
f

（
U

部

）
、
満

達

（
大

学
院

）
。

菅

沼

晃

△

論

文

▽

「
新

仏

教

運

動

の

旗

脂

た

ち
I

境

野

黄

洋

と

高

島

米

峰

の

理

性

主

義

・

常

識

ド

義

」
（
単

菩

、
「
大

法

輪

」

一

月

げ

、

平

成

ト

川
‥
年

一

月

日

、
A
5

判

、

四
L

～

友

三

百

）

「
第

六

格

の

意

味

と

川

法
－
S
i
d
d
h
a
n
t
a
k
a
uヨ
乱
1
K
a
r
a
k
a
p
r
a
k
a
r
a
n
a

訳

註

（
8

こ

（
単

著

、
「
束

洋

学

論

叢

」

第

二

七

号

《
「

東

洋

大

学

文

学

部

紀

要

」

第

五

五

集

（
印

度

哲

学

科

篇

）
》
、

平

成

十

四

年

三

月

三

ト

日

、
A
5

判

、

て
I

〇

～

一

七

四

頁

）

「
自

心

の

浄

化

と

国

土

の

浄

化

―

共

に

あ

る

こ

と

の

よ

ろ

こ

び

を

目

指

し

て

」
（
単

著

、
「
平

和

と

宗

教

」

第

一
二

号

、

平

成

ト

四

年

十

二

月

圭

二

目

、
A
5

判

、

二

ハ
～

二

九

頁

）

△

そ

の

他

▽

「
モ

ン

ゴ

ル

仏

教

の

魅

力

モ

ン

ゴ

ル

仏

教

紀

行

①

」
（
単

著

、
「
春

秋

」

川

万

五

‥
ケ
、

平

成

ト

四

年

．
月

二

大

五

目

、
A
5

判

、

コ
v

一

五

頁

）

「

空

に

舞

っ

た

経

典
－

モ

ン

ゴ

ル

国

の

仏

教

弾

圧

モ

ン

ゴ

ル

仏

教

紀

行

①

」
（
単

著

、
「

春

秋

」

四

三

六

号

、

平

成

十

四

年

二

月

二
ｔ

五

日

、
A
5

判

、

．
九

～

二

二

頁

）

「

故

都

カ

ラ

コ

ル

ム

と

周

辺

の

寺

々

モ

ン

ゴ

ル

仏

教

紀

行

③

」
（
単

著

、

「

春

秋

」
四

三

七

号

、
平

成

十

四

年

三

月

二

十

五

日

、
A
5

判

、

て
I

～

－113 ―



．
ぺ

貞
）

「

モ

ン

ゴ

ル

仏

教

の

総

本
山

・
カ

ン

タ
ン

寺

モ

ン

ゴ

ル

仏

教
紀

行

①

」

（
ド

肖

、
「
春

秋

」
四

．～
八
‥
．り
、
ヤ
成

ト

四

年

川

月
ニ

ト

斤
目

、

Λ
5

判

、

一
．
○

～

二
三

頁

）

「
内

モ

ン

ゴ

ル

ツ

に‥
祁

フ

フ

ホ
ト

巾
内

の
か

々

モ

ン

ゴ
ル

仏

教

紀
行

⑤

」

（
単

音

、
「
春

秋

」
四
三

九

号

、
平
成

十

四

年

五
月

ニ

ト

五

目

、
A
5

判

、

ニ

．
～

：

五
貞

）

「
焼

き

拾

て

ら

れ

た
版

木

・

ウ
ォ

ス

ト

ー
ジ

ョ

ウ

モ

ン

ゴ
ル

仏

教

紀

行

⑥

」
（
単

音

、
「

春

秋
」

四

四

言

汽

平

成

ト

四

年

八
川

ニ

ト

斤
目

、
A
5

判

、
j

．
～

．
八
百

）

フ

リ

ン

ゴ

ル
草

原

の
活

仏
と

詩

人

た
ち

モ

ン

ゴ

ル
仏

教

紀
行

①

」
（
単

杵

、
「

春

秋
」

四

川

．
．号

、
平

成
ト

四

年

九
‐

．十

斤
目

、
A
5

刊

、

・

一
ぐ

コ
五
百

）

フ

リ

ン

ホ
ト

か

ら

．自
I

㈲

ヘ

モ

ン

ゴ
ル

仏

教

紀

行
③

」
（
町

杵

、
「

春

秋

」

四

四
ニ

‥
丁
、

ヅ

成
ト

四

年
ヤ

月
ニ

上

五

目

、
A
5

判

、

こ
O
y

．

三

百

）

「

パ

オ
ト

ウ
川

辺

の

か

々

モ

ン

ゴ

ル

仏

教

紀

行
⑨

」
（
唯

片

、
「

春

秋

」

四

四

四

号

、

平

成
十

四
年

十

一
月

二

十

五

目

、
A
5

判

、

一

六

～

一

九

頁

）

「
ア

ラ

シ

ャ

ン

盟

の
か

々
J

福

因

寺

・

延
福

か

・
広

宗

寺

モ

ン

ゴ

ル

仏

教

紀

行

⑩
」
（
単

音

、
「
存

秋

」

圖
‥
川
‥
五

汀

、

～

成

ト

川

年
ト

列
一
．
ト

圧

目

、
A
5

判

、
一
ご
屁
～
二

八

頁

）

Λ

学

会
活

動

▽

所

属

学

会

な

ら

び

に
役

職

日

本

印

度

学

仏
教

学

会

理

事

／
日

本

宗

教
学

会
評

議

貝

／
日

本

仏

教
学

会

禅

学
研

究

会
y

‐

本

近
代

仏

教

史
研

究
会

△
調

査

活

動

▽

「
東

洋

思

恕

に

お
け

る

心

身

観
」
（
‐

本

仏
学

振

阻
ハ
・
仕
ハ
済
訂

業

団
平

成

ト

四

年

度

学

術
振

興

資

金

に

よ

る
研

究

、
研

究

代
表

者

）

「

目
本

に
お

け

る
死

の

受

容
－

文

学

・
仏

教

・
キ

リ

ス
ト

教

信

仰

に

み

る

看

取

り

の
様

態

」
（
平

成
十

四

年

度

科

学
研

究
費

に

よ

る
研

究

、
研

究

分

担

者

《
研

究

代

表

者

二
局
城
功

夫

ご

Λ
教

育

活
動
V

学

内

担
当

科

目

学

部

イ

ン

ド

宗

教
史

（
朝

霞

、
1

部

自

山

、
Ｈ

部

）

イ

ン

ド

古

典
講

読

①

（
朝
霞

、
1

部

）

イ

ン

ド

哲

学

仏
教

学

演

習

（
自
山

、
乗
入

れ
）

大

学

院

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト

文

献
研

究
・
印

度

哲

学
研

究

指
導
I

（
前

期

）

印

度

折
‥
学

特
殊

研

究
H

・
印

度
哲

学

研
究

指

導
I

（
後

期

）

市

民

大
学

等

‐

曜

店

義

「

イ

ン

ド

の

折
‥
学

と

宗

教

人
門

」
（
平

成

ト

．二
年

．
月

～
ト

ー
．
月

、
十

回

、
東

洋
大

学

）

そ

の
他

イ

ン

ド
思

想

研

究
会

顧

問

（
月

．
同

の
研
究

会

で
R
a
ヨ
貨
a
n
a
第

．
篇

第

十

三

章

を
講

読

）

－1 川－



〈

社
会
活
動
▽

庭
野
平
和
財
団
評
議
貝

～
大
法

輪
石
原
育
英
会
理
事

宝
積
比
較
宗
教
・

文
化
研
究
所
顧
問

東
洋
大

学
校
友
会
会
長

講
演
「
現
代
に
生
き
る
片
ヒ
円
r

の
思
想
」
（
校
友
会
T

柴
支
部
談
演
会
、

平
成
ト
四
年

．
川
I

ト
し
‐

、
T
葉
県
佐
介
巾

）

講
演
「
名
憎
列

伝
・
道
元
」
（
朝
‐

カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン

タ
ー
L
襲

、
ヅ
成

ト
四
年
川
月
ト
ミ
目
、
L
柴

巾
）

講
演
「
モ

ン
ゴ
ル

仏
教
の
復
興
」
（
在
家

仏
教
協
会
講
演
会
、
平
成
ト
四

年
六
月
十
ご
．目
、
束
京
・
在
家
仏
教
協
会
）

講
演
「
．仏
教
と
共

生
i
共

生
の
原

理
と
し

て
の
非
暴
力
」
（
東
海
学
園
仏

教
公

開
講
座
、
平
成
十

四
年
六
月
ニ
ト

九
日
、
名
占
屋
市

・
束
海
学

園
）

講
演
「
大

学
で
何
を
学
ぶ
か
」
（
人
間
向
陽
高
校
、
平
成
ト
四
年
ヒ
月
九

日

、
埼
玉

県
入
問
市
）

講
演
「
片
L
円
了

の
思
想
」
（
校
友
会
大
阪
支
部
講
演
会
、
平
成
十
四
年

九
月

．
目
、
人
阪
巾
）

講
演
「
平
和

の
原
理
と
し

て
の
ヨ
ー
ガ
」
（
‐

本
ヨ

ー
ガ
光
脱
会
、
平
成

丿
四
年
九
川

七
‐

、
京
祁
府
宇
治
巾
）

講
演
「
共
生
の
原
理
と
し
て
の
仏
教
思
想
－

非
暴
力
を
実
践
し
た
人
々
」

（
折
‥
学
た

い
け

ん
付
無
我
苑

・
後
期
哲
学
講
座
、
平
成
十
四
年
ト
川
ト

目
、
十
九
口
、
一
．十
六
‐

愛
知
県
碧
南
市

）

講
演
「
ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
と
ヨ
ー
ガ
」
（
‐

本
ヨ
ー

ガ
光
麗
会
、
平
成

十
四
年
十
二
月
七
日
、
東
京
・
増
ヒ
寺
）

講
座

「
維
摩
経
を
読
む
」
（
清
風
仏
教
講
座
、
ヤ
成
ト
四
年
川
‥月
ニ

ト
‐

、

五
月
十
八
日

、
六
月
ト
五
日

、
じ
月
十
ご
。日
、
八
月
十
七
日
、
九
月
二

ト

。‐

、
束
京
・
企
生
庵
）

講
座

「
正
法

眼
蔵
随
聞
記
を
読
む
」
（
側
目
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
柴

、

平
成
ト
四
年
ト
月
ニ

ト
八
‐

、
ト
J
リ

に
ト
斤
目
、
ト
こ
月
九
‐

、
L

柴
巾
）

△
人
学
・
学
部
の
竹
理
・
運
営
▽

学
校
法
人
束
洋
大
学
評
議
貝

清
水

乞

Λ
論

文

∇

「
ラ

ー

ガ
の

ラ

ン

ジ

ャ
ナ

（
心

を

彩

る

）
作

用

」
（
単

著

、
「
束

洋

学

論
叢

」

第

二

七

号
《
「
東

洋

大

学
文

学
部

紀

要
」
第

五
五

集

（
印

度
哲

学

科

篇

）
》
、

平

成

十
四

年
三

月

三

十

日

、
A
5

判

、
八

六

～

一

．
九

頁

）

〈

学
会

活

動

▽

所

属

学

会

な

ら

び
に

役

職

‐

本

印
度

学

仏

教

学

会

評
議

貝

密

教
閔

像
学

会

評

議
貝

‐

本

仏
教

学

会

Λ
訓

介

活

動

▽

「
牡

洋

思

想

に
お

け

る

心
身

観

」
（
‐

本
私

学

振
興

・
共

済
雅

業

団

平

成
ト

川

年

皮

学

術

振

興

資
金

に

よ
る

研

究

、
研

究

分

担

者

《
研

究

代

表
者

‥

菅

沼
晃

》
）

Λ
教

育

活

動

▽
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学
内
担
当
科
目

学

部

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読
①
・
②
（
朝
霞
）

美
術
史
①
（
朝
霞
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
白
山
、
乗
入
れ
）

大
学
院

仏
教
学
特
論
n

・
印
度
哲
学
研

究
指
導
n

（
前
期
）

印
度
哲
学
特
殊
研
究
m

・
印
皮
哲
学
研
究
指
導
H

（
後
刻
）

森

章

司

△

著

書

▽

『

原

始

仏

教

聖

典

資

料

に

よ

る

釈

尊

伝

の

研

究
5

』

（

編

著

、

中

央

学

術

研

究

所

、

平

成

ト

四

年

五

月

ヤ

三

日

、
A
4

判

、

一

で

四

頁

）

『

原

始

仏

教

聖

典

資

料

に

よ

る

釈

尊

伝

の

研

究
6

』

（

編

著

、

巾

火

学

術

研

究

所

ノ

平

成

十

四

年

十

月

二

十

日

、
A
4

判

、

一

一

七

～

頁

）

△

論

文

▽

「

由

旬

（
1

回

生

の

再

検

証

）

（

共

著

、

「

原

始

仏

教

聖

典

資

料

に

よ

る

釈

尊

伝

の

研

究
6

」

《

中

央

学

術

研

究

所

、

平

成

ト

四

年

ト

月

ミ

ト

ロ

、
A
4

判

》
A
4

判

、

一

犬

五

一

頁

）

△

そ

の

他

▽
"
S
c
i
e
n
c
e
a
n
d
B
u
d
d
h
i
n
s
m

”
(

単

著

、
T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
o
f
O
r
i
e
n
t
a
l
S
t
u
d
i
e
s

。
v
o
l
.
1
2

。
T
h
e
I
n
s
t
i
t
u
t
e
o
f
O
r
i
e
n
t
a
l
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

し

平

成

ト

四

年

十

二

月

、
A
5

版

、

六

五

～

ヒ

九

頁

）

「

仏

教

的

も

の

の

見

方

－

あ

る

が

ま

ま

に

見

る

」

（

肌

軒

、

‐

本

能

宰

協

会

、

平

成

十

四

年

十

二

月

四

日

、
B
5

判

、

三

七

頁

）

Λ

学

会
活

動

▽

所

属

学
会

な

ら

び

に
役

職

目

本
印

度

学

仏
教

学

会

理

事

乱

丿
日

本

仏

教

学
会

比

較

思
想

学

会

仏
教

思
想

学

会

△

調

立
活

動

▽

「

東

洋
1

想

に

お

け

る
心

身

観
」
（
日

本

私

学
振

興

・
共

済
事

業

団

平

成
ト

川
‥
年

皮

学

術

振

興

資

金

に

よ

る
研

究

、
研

究

分

批
者

《
研

究
代

表
者

一

菅
沼

晃

》
）

〈

教

育
活

動

▽

学
内

担

当

科

目

学

部

仏
教

学

概

論

（
朝

霞
1

部

白

山
H

部

）

イ

ン
ド

哲

学

仏

教
学

演

習

（
白

山

、
乗

入

れ

）

人

学

院

初
期

仏

教
研

究
T
I
・
仏

教

学
研

究

指
導
I

（
前

期

）

仏
教

学

特

殊
研

究
I

・
仏

教
学

研

究
指

導
I

（
後

期

）

△
社

会

活

動

▽

講

演

「

仏

教
的

も

の

の
見

方
－

あ

る

が
ま

ま

に
見

る
」
（
一

隅

会

、
平

成

ト

四

年

八

月
一
．
十

二

目

、
芝

パ

ー
ク

ホ
テ

ル

）

講

演

「

釈

尊

は
ど

の

よ

う

な
生

活

を

さ

れ
て

い
た

か
I

ス

マ
ナ

サ

ー
ラ

長

老

と

と

も

に

考

え

る

」
（
中

央

学

術

研

究
所

公

開

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
、

平

成

十
四

年

十

二

月

ヤ
三

日

、

普

門

館

・
国

際
会

議

室
）

Λ
人

学

・

学

部

の
管

理

・
運

営

∇

文

学

部
長

（
ト

ー
月
三

十
‐

ま

で

）

束
洋

学
研

究
所

研

究

所

員
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川

崎

信

定

△
論

文

∇

「
死

を

起

点

と

し

て

捉
え

た

生
と

は

？
j

『
チ

ベ
ッ

ト

の

死

者

の

書
』

か

ら

の

メ
ッ

セ

ー

ジ

」
（
「
第

．ニ

八
八

川

一

隅

会

紀

要
」

財

団

法

人

目

本

能

率

協

会

、
平

成

ト

四

年

．
円

ト

目

、
A
4

判

、

一

～

六
四

頁

）

「
［
般

若

心
経

］

以

前

・
以

後

」
（
「
第

三
六

回
高

野

山

安
居

会

記

録

集
」

高

野

山

良
J
．‥
宗

教

学

部

、

平

成

ト

川

年

．
．
月

．
．
ト

．
．‐

、
B
6

判

、

．
．
四

三

～
三

．
八

頁

）

〈

そ

の
他

▽

「
哲

学

と

は

難

し

い
学

問

で

は

な

く

、

モ

ノ

の

見
方

や

人

の

生

き
方

を

考

え

る
学

問

」
（
「
回

呂

栄

冠

め

ざ

し

て

口
t
M
Q
5
r
人

文

科

学

系

学

部

特

集
ひ

」

河

合

塾

全

国

進
学

情

報

セ

ン

タ

ー
、

平

成
ト

四

年

二

月

ト
四

日

、

ヒ

五
頁

）

「

束

洋

学

研

究

所

の

将

来

に

関

わ

る

本

年

度

の

経
過

に

つ

い

て

」
（
「
束

洋

学
研

究

」

第
三

九
号

、
平

成

十

四
年

三

月

三

十

一
口

、

一
～

五
頁

）

Λ

学
会

活

動

▽

所

属
学

会

な

ら

び

に
役

職

‐

本
四

蔵

学

会
1

‐
‥ハ

仏

教

思

想

学
公

理

訂

‐

本
宗

教

学

会

川

卦

（
日

本

宗

教

学
会

賞

畜

舎

委
以

長

）

目

本

仏
教

学

会

川

事

比
較

思

想

学

会

評

議

員

口

本

印

度

学

仏
教

学

会

評

議

員

財

団

法

人

東
方

学

会

評

議

貝

真

言
宗

豊

山

派

教

学
審

議

会

委

員

学
会

に

お

け

る
研

究

発

表

「

バ

ヴ
ィ

ヤ

の
自

然

観

」
（
口

本

仏
教

学

会

学

術
人

会

発

表

、

～
成

ト

四

年

九
月
二
十
九
日
、
京
都
女
子
大
学
）

八
調
査
活
動
∇

「
東
西

宗
教
文
化
の
比
較
研
究
」
（
東
洋
大
学
束
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
・研
究
代
衣
者
）

「
非
制
・
墓
制
に
み
る
日
本
の
死
生
観
」
（
ヤ
成
ト
四
年
度
文
部
科
学
者
科

学
研
究
賞
に
よ
る
研
究

、
研
究
分
担
者

《
研
究
代
衣
者

ｙ

同
域
功
夫
》
）

「
束
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
」
（
目
本
私
学
振
胱
ハ
・
共
済
訂
業
団
平
成
ト

四

年
度
学
術
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
、
研
究
分
担
者

《
研
究
代
表
者
一

菅
沼
晃
》
）

△
教
育
活
動

▽

学
内
担
当
科
目

学

部

宗
教
学
概
論

（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
思
想
論
n

（
白
山

、
乗
人
れ
）

チ
ベ
ッ
ト
文
献
講
読
（
白
山
、
乗
入
れ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
自
山

、
乗
入

れ
）

イ
ン
ド
文
学
（
自
山
、
乗
人
れ
、
非
常
勤
講
師
の
忽
病
代
講
・
3

ヶ
月

）

人
学
院

仏
教
学
演
習
I

・
仏
教
学
研
究
指
導
H

（
前
間
）

仏
教
学
特
殊
研
究
I

・
仏
教
学
研
究
指
導
m

（
後
刻
）

学
外
担
当
科
目

イ
ン
ド
思
想
史
（
早
稲
m

人
学
文
学
部
）

束
洋
哲
学
特
殊
問
題
①
（
早
稲
‐

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
）

総
合
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
文
化
情
報
科
学
群
）
（
放
送
人
学
人
学
院
）
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Λ

社

会
活

助

▽

財

団
法

人

東

方
研

究

会

理
事
y

東

洋

学

報
（
束
洋

文

庫

）
編

集
1

員

財

川

法
人

東

洋

文

庫
兼

任

研

究

貝

財

団

法

人

仏

教
交

流

セ

ン

タ

ー

評
議

以

東

京
大

学

仏

教
青

年

会

評

議

員

社

会
的

活

動

講

演

「

仏

の

智

慧
と

人

問

の
知

恵

」
（

―
○

○
1

年

度

築

地

本

願

か

仏

教

文
化

講

座

、
平

成

十

四

年
十

一

月

三

ト

目

、

築
地

本

願

寺

）

講

演

「

仏

と

は
？

」
（
第

．
川

頁

．．．‥
宗

仇
に
山

派

教

師

救

養

講

習

会

、
平

成

ヤ
四

年

九

月
十

七

日

、

文

京
区

音

羽

真

言

宗

豊
山

派

宗

務

所

）

講

演

「

諸

行

無

常
」
（
第

．一
回
真

．．．‥
宗

限

山

派

教

師

教

徨

講

習

会

、

乍

成

十
四

年

十

月
二

十

二

口

、

文
京

区

ぽ

羽

真

言

宗
豊

山

派

宗

務

所
）

講

演

「

般

若

心

経
」
（
第

三

回
真

言

宗

留
山

派

教

師

教

養

講

桝

会

、

ず

成

ｔ

四

年
t

一
月

ト

九

日

、

文
京

区

々

羽

真
．
．一‥
宗
汲

山

派

宗

務

所

）

〈

大

学

・
学

部

の
管

理

・
運

営

▽

（
財

）
片

肌

円
r

記

念

学

術
研

究

七

ン

タ
ー

運

営
1

員

淑

洋

学
研

究

所

□

竹
村
牧
男

Λ
著
書
▽

『
ブ
ッ
ダ
の
宇
宙
を
謡
る
I
華
厳

の
思
想

上
』
（
単
著
、
N
H
K

出
版
、

平
成
ト
四
年
四
月
一
目
、
A
5

判
、
一
九
じ
．八

）

『
ブ
ッ
ダ
の
宇
宙
を
語
る
I
華
厳

の
思
想

下
』
（
単
著
、
N
H
K

出
版
、

平
成
十
川
年
ト

刻

．
‐

、
A
5

判
、

．
八
．仔
貞
）

『
西

剛
幾
多
郎
と
仏
教
』
（
単
著
、
大
東
出
版
社
、
平
成
ト
四
年
十
一
U
一

ト

し
‐

、

Λ
5

判

、
I
L

．
頁

）

『
禅

の

哲

学
』
（
単

著

、

沖

積

社

、
平

成

十
四

年

七
月

一

日

、
四

六

判

、
二

○
じ

。汽

、
『
は
じ

め

て

の

禅
』

改
題

貼

凶

）

〈

論

文

▽

「
道

元

の

修
証

論

」
（
単

著

、

今
井

雅

頃

編

『
中

肝
‥
仏
教

の
展

開

と

そ

の
基

盤

』

人

政

出

版

、

平

成

ト

四

年

じ

月

三

ト
ロ

、
A
5

判

、

五

八

～

八
五

頁

）

フ
f
厳

思

恕

の
キ

ー
ワ

ー

ド

」
（

唯
者

、
『
人

法

輪
』

平

成
ト

四

年

十

月

号

、
A
5

判

、

一
〇
一
。
～

一

〇

七
頁

）

「
良

寛

さ
ま

の
法

昨
経
1

」
（

単
著

ブ
『
在

家

仏

教
』

平

成
ト

四

年
ト

ー
月

―
、

Λ
5

判

、
二

四

～
三

三

頁

）

「
良

寛

さ
ま

の
法

作匹
い
経
2

」
（

肝
著

、
「
在

家

仏

教
」

平

成

十

四

年

十

二
月

‥
び
、

Λ
5

判

、
L

六

～

八
一
二
頁

）

「

縁
起

と

個

物
」
（
単

著

、
『
大

乗

禅

』
平

成

ト

四
年

ト

ー
月

号

、
A
5

判

、

ミ

九

～

瓦

○
百

）

△
学

会

活

動

▽

所

属

学

会

な

ら

び
に

役

職

目
本
印

度

学
仏

教

学

会

理
事
y

仏

教

思
想

学

会

理
事

日

本

宗

教

学
会

評

議

員

・
『
宗

教

研

究

』

編

集

委

員

比
較

思

想

学

会

理

事

／
東

方

学

会

△
教

育

活
動

∇

学

内
川

当

科

目

学

部

日

本

仏

教

史

（
朝

霞

、
1

祁
y

白
山

、

Ⅱ

部
）
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イ
ン
ド
折
‥
学
仏
教
学
演
四
目
（
帆
心
、
1
部

）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

（
白
山
、
乗
人

れ
）

人
学
院

目
本
仏
教
研
究
I

・
仏
教
学
研
究
指
導
m

（
前
聞
）

仏
教
学
特
殊
研
究
ｗ

・
仏
教
学
研
究
指
府
m

（
後
期
）

学
外
担
当
科
目

印
度
折‥
学
特
諭
・
宗
教
学
特
殊
講
義
（
金
沢
人
学
人
学
院
文
学
研
究
科
・

文
学
部
、
平
成
十
四
年
七
月
十
日
～
十
三
‐

）

比
較
思
想
論
特
講
・
比
悛
思
想
（
横
浜
市
タ
．人
学
人
学
院
岡
際
文

化
研

究
枡
・
国
際
丈
化
学
祁
、
平

成
十
四
乍
L
リ

ー
ト
九
‐

か
ら
ミ

ド

．

‐

、
平
成
ト
．几
年

．
月
六
・
ヒ

ー
九
‐

）

宗
教
学
（
山
梨
人
学
教
育
人
間
科
学
部
、
ず
成
ト
四
年
九
月
．
．～
四

目
）

イ
ン

ド
仏
教
史
各
論

・
イ
ン
ド
仏
敦
史
特
論
（
束
北
人
学
人
学
院
文
学

研
究
科
・
文
学
部

、
平
成
ト
四
年
ト

．
川
ト

．
～
ト
四
目
）

△
社
会
活
動
v

学
術
講
演

「
清
沢
満
之
と
手
心

・
人
拙
」
（
日

本
近
代
仏
教
史
研
究
会
第
ト
回
研

究
人

会
特
別
講
演
、
平
成
十
四
年
五
月
十
八
ロ

、
収
洋
人
学
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

）

「
道
元
の
修
証
諭
」
（
愛
知
学
院
人

学
禅
研
究
所
研

究
会

、
平
成
ト
四
年
六

月
L
目
、
愛
川

学
院
人
学
押
研
究
所

）

「
縁
起
と
個
物
－
仏
教
と
四

川
哲
学
」
（
第
五
六
回
哲
学
会
人
公

（
に

智
折
‥

学
会
）
、
平

成
ト
川
年
六
幻
ニ
ト
九
‐

、
ト
智
人
学
7
‥ケ
館
）

「
四
田
幾
多
郎
の
八
宗
観
」
（
叫
田
幾
多
郎
記
念
折‥
学
館
・
金
沢
人

学
共
催

講

演
会

、
平
成
ｔ

四
年
七
月
十
三
日
、
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
哲
学

ホ
ー
ル
）

一
般
講
演

「
禅
と
浄
L
－

人
指
の
仏
救
観
に
学
ぶ
」
（
住
家
仏
教
協
会
、
平
成
ト
川一
年

三
月
一
．ト
三
日

、
大
手
町

ビ
ル
）

「
釈
改
の
さ
と
り
と
は
何
か
」
（
ニ

ッ
セ
イ
絲
礎
研
究
所
・
財
団
法
人
興
福

会
に
催
「
な
ら
興
相
か
丈
化
講
座
」
、
平
成
ト
四
年
四
月
ト
八
‐

、
‐
I

劇
場
7

階

《
国
際
ホ

ー
ル
》
）

「
仏
教
I
－

そ
の
、
1
1

‥
語
と
存
在

の
分
析
の
地
平
」
（
ワ
タ
リ
ウ
ム
乃
術
前
2
0
0
2

・
ア
ジ
ア
哲
学

・
一

目
ア
ー
ト
哲
学
、
ず
成
ト
四
年
六
川
．
．

ト

．
目
、
ワ
タ
リ

ウ
ム
美
術
館
）

「
良
寛
さ
ま
の｛

（
う
た
こ

（
祥
能
寺
弔
成
ト
四
年
秋
季
彼
岸
会
法
要

、

ず
成
ト
四
年
九
月
一
．十
目
、
祥
馳
か
）

フ
几
気
の
み

が
き
方
」
（
平
成
十
四
年
度
社
団
法
人
生
命
科
学
振
興
会
北
海

道
支
部
例
会
［
い
の
ち

を
考
え

る
〈
］

巾
民
公
闘
講
演
会
、
平
成
ト
川

年
九
月
二
十
八
口

、
K
K
R

ホ
テ
ル
札
幌
）

「
現
代
社
会
と
宗
教

の
役
割
」

こ
又
化
庁
文
化
部
宗
務
課
L
催
、
平
成
ト
凹

年
度
宗
敦
法
人
指
導
者
講
習
会

（
東
京
会
場
）
平
成
十
四
年
十
二
月
ト

六
日

、
束
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

講
座

「
唯
識
ご
．十
頌
を
読
む
」
（
伽
‐

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
四
～
六
月
朗
、

ト
月
～
十
一
．月
川

、
新
宿
住
友

ビ
ル
）

「

漢
文

仏

典

講

読
会

」
［
東

京
人

学

仏
教

七
］
年
会

、
月

学

仏
教

青

年

会
）

Ill

出

店

、

束

京
人
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「
東
西
の
宗
教
哲
学
」
（
上
智
大

学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
、
十
月
二
十

三
日
・
三
十
日

、
L
智
大
学
）

「
ブ
ッ

ダ
の
宇
宙
を
語
る
I

華
厳

の
思
想
」
（
N
H
K

テ
レ
ビ
「
こ
こ
ろ
の

時
代

宗
教

・
人
生
」
毎
月
放

送
、
平
成
卜
四
年
四
月
～
平
成
十
五
年

ご
．月
）

Λ
人
学
・
学
部
の
竹
理
・
運
営
▽

人
学
院
仏
教
学
厚
攻
上
任

文
学
部
白
け
〕点
検
・
評
価
委
貝

印
皮
哲
学

科
図
書
委
員

束
洋
学
研
究
所
研
究
所
員

橋

本

泰

元

Λ

著

訳

書
V

『

宗

教

詩

ビ

ー

ジ

ャ

ク

ー

イ

ン

ド

中

世

民

衆

思

想

の

精

髄

』

（

単

著

、

平

凡

社

「

東

洋

文

庫

」

第

ヒ

○

三

巻

、

浙

成

十

四

年

六

月

十

口

、

全

書

判

、

四

一

〇

頁

）

八

そ

の

他

▽

「

イ

ン

ド

民

の

こ

と

ば

」

（

町

著

、

「

月

刊

．自

科

」

四

ヒ

九

号

、

平

凡

打

、

平

成

ト

四

年

九

川

．
‐

、
A
5

判

ニ

段

組

、

四

九

～

裁

で

貞

）

△

学

会

活

動
V

所

属

学

会

な

ら

び

に

役

職

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

評

議

貝

‐

本

南

ア

ジ

ア

学

会

ｙ

口

本

宗

教

学

会

’

日

本

仏

教

学

会

学

会

に

お

け

る

研

究

発

表
"
S
t
a
t
u
s
o
f
S
t
u
d
i
e
s

呂
t
h
e
M
e
d
i
e
v
a
l
H
i

乱

一

に
t
e
r
a
t
u
r
e
i
n
J
a
p
a
n

w
i
t
h
S
p
e
c
i
a
l
R
e
f
e
r
e
n
c
e
s
t
o
T
r
a
n
s
l
a
t
i
n
g
K
a
b
i
r
'
s
B
i
j
a
k
"

I
n
d
o
-
J
a
p
a
n
C

呂
f
e
r
e
n
c
e

呂
E
n
d
u
r
i
n
c
r
T
i
e
s
b
e
t
w
e
e
n
I
n
d
i
a

＆
J
a
p
a
n
t
h
r
I

呑

口
t
e
r
a
t
u
r
e
:
I
t
s
H
i
s
t
o
r
y
a
n
d
F
u
t
u
r
e
P
r
o
s
-
p
e
c
t
s

。
2
6
O
c
t
o
b
e
r
2

呂
2

。
I
n
d
i
a
H
a
b
i
t
a
t

（

い
e
n
t
e
r
:
N
e
w
D
e
l
h
i

△

訓

告

活

動

▽

「

束

洋

思

怨

に

お

け

る

心

身

観

」

（

日

本

私

学

振

興

・

共

済

事

業

団

平

成

ト

四

年

度

学

術

振

興

資

金

に

よ

る

研

究

、

研

究

分

担

者

《

研

究

代

表

者

一

菅

沼

晃

》

）

Λ

教

育

活

動

▽

学

内

担

当

科

目

学

部

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教

概

説

（

朝

霞

、
1

部

白

山

、
H

部

）

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

演

習

（

朝

霞

、
1

部

）

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

演

習

（

白

山

、

乗

入

れ

）

ヒ

ン

デ

ィ

ー

文

献

講

読

（

白

山

、

乗

入

れ

）

総

合
C

（

朝

霞

、
1

部

、

通

年

の

三

分

の

一

学

期

を

担

当

）

大

学

院

イ

ン

ド

哲

学

研

究
H

（

中

間

イ

ン

ド

思

想

研

究

）

（

前

期

）

イ

ン

ド

哲

学
0

究

指

導
a
(

前

期

）

学

外

批

当

科

目

ヒ

ン

デ

ィ

上

語
I

（

春

学

期

）

・
H

（

秋

学

則

）

（

大

正

大

学

）

中

世

ヒ

ン

デ

ィ

ー

宗

教

文

学

研

究

（

前

学

期

）

（

東

京

外

国

語

大

学

）

Λ

大

学

・

学

部

の

管

理

・

運

営

▽

印

度

哲

学

科

第
1

部

主

任

／

文

学

部

内

資

格

審

査

委

員

会

委

員

／

文

学

部

内

外

国

語

委

員

会

委

員

～

東

洋

学

研

究

所

研

究

所

員
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渡
辺
章
悟

八
学
会
活
動

▽

所
属
学
会
な
ら
び
に
役
職

‐

本
印

度
学
仏
教
学
会
幹
事

‐

本
佛
教
学
会

日
本
宗
教
学
会

北

海
道
印

度
哲
学
仏
教
学
会

仏
教
思
想
学
会

目
本
心
‥蔵
学
会

国

際

仏
教
学
会

（
I
A
B
S

）

学
会
に
お
け
る
研

究
発
表

フ
会
、
平
成
ト
四
年
七
月
六
日
、
韓
国

一
束
国
大
学
校

）

「
金
剛
般
若
の
成
立
と
一
心

の
偶
頌
」
（
北
海
道
印

度
哲
学
仏
教
学
会

第
ト

八
回
学
術
人
会
、
平

成
ト

川
年
L

月
ニ

ー
L
‐

、
北

海
道

・
片
小
牧

駒

渾
大
学
）

〈

調
査
活
動

▽

「
‐

本
に
お
け
る
死

の
受
容
－

文

学
・
仏
教

・
キ
リ
ス
ト
教
仁
仰
に
み

る

看
取
り
の
様
態
」
（
平
成
ト
四
年

度
科
学
研
究
費

に
よ
る
研
究
、
研
究
分

担
者

《
研
究
代
表
者

二
局
城
功
夫
》
、
淡
路
高
を
中
心
に
ト
三
仏
賞
場
を

調
査
）

「
東
洋
思
想
に
お
け

る
心
身
観
」
（
日

本
私
学
振
興
・
共
済
事
業
団
．ｔ

成
ト

四
年
度
学
術
振
興
資
金
に
よ
る
研

究
、
研
究
分
担
者

《
研
究
代
衣
者

一

菅
沼
晃
》
）

Λ
教
育
活
動
▽

学
内
担
当
科
目

学

部

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

（
白
山
、
乗
人
れ
）

仏
教
思
想
論
！

（
白
‥
山
、
乗
人
れ
）

イ
ン
ド
仏
教
史
（
朝
霞
、
土

総
合
B

（
白
山
、
n
部
）

人
学
院

人
乗
仏
教
研

究
u

（
前
期
）

学
外
担
肖
科
目

近
現
代
仏
教
研
究

（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）

〈

社
会
活
動
▽

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
見
訳
人
蔵
経
編
集
委
員
会
委
員

ｙ
同
協
会
仏
教

聖
典
編
集
委
員
2

委
員

財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
員

講
演
「
終
末
か
末
法
か
」
（
浄
土
真
宗
人
谷
派
真
浄
寺
講
演
会
、
平
成
ト

凹
年
六
月
ｔ

．二
目
、
文
京
区
千
駄
木
真
浄
寺
）

△
人
学
・
学
部
管
理
・
運
営
活
動
▽

印
度
折
目
学
科
第
H

部
主
任

文
学
部
内

資
格
蜜
査
委
貝
会
委
員

文
学
部

内

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
検
討
委
員

会
委
員

’井
上
円
r

記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
研

究
員
（
円
了
研
究
部
門
∇

東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員
y
文
学
部
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
編
集
委
貝

伊

吹

敦

△
論

文

▽

「
企

券
0

竹
の

能

楽
設

に

見

る
憚

の
影

響
－

六

輪

一
露

説
を

中

心
に
（
下
）
」

（
単

著

、
「
束

洋

学

論

叢
」

第

二

七

号

《
「
東
洋

大

学
文

学

部

紀

要
」

第

五

五

集

》
、
平

成

～

四

年
三

月

三

十

日

、

Λ
5

判

、
一
～

六

五

頁

）

「
北

宗

憚

系

の

『
拐

伽

経

疏

』

に

つ

い
て

」
（
単

著

、
「

東
洋

学

研

究

」

第
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三

九

号

、
平

成

ト

四

年

三
月

三

し
ト
ロ

、
B
5

判

、

三

五
二

～

三

七

六

頁

）

「
『
法

句

経
』
の
成

立

と

便

化
に

つ

い
て
」
（
単

著

、
「
仏

教
学

」
第

四
四

‥
ケ
、

ず
成
ｔ

四

年
ト

こ

月

ニ
ト

目

、
A
5

判

、
後

．
～
一
二
〈
回

）

「
『
念

佛

鏡
』

に
見

る
廊

の
影

響

」
（
単

著

、
「
印

度

学

仏

教

学
研

究

」

第
五

一
巻

第

言

ゲ
、

平

成

ト

四

年

ト

二

月

二

十

日

、
A
5

判

、
ヒ

．
～

七
八

頁

）

△
雅

典

等

分
担

執

筆

▽

コ

師

印

証
一

二

知

半

解
」
「
一

転

語

」
「
慧

能

」
「

円

密
一

致

」
「

応

無
所

住

而

生

其

心
」
「
開

元

釈
教

録

」
「
画

餅
」
「
寒

山

詩
」
「
寒

山

寺

」
「
看

話

禅

」
「
教

外

別

伝

」
「
公

界
」
「
工

人

」
「

景

徳

伝

灯

録
」
「

現

成

公

案
」

コ
五

家

七
宗

」
「
語

録

」
「

坐
禅

」
「

茶

飯
」
「
参

」
「
嗣

法

」
「
這

箇
」
「
十
T

図

」
「

粥
座

」
「
首

初

厳

経
」
「
清

規

」
「
禅

」
「
即

非

」
「
祖

堂

集
」
「
中

峰

明

本

」
「
庭

前

の
柏

樹

子

」
「
投

機

」
「

頓

悟

」
「
入

室
」
「
白

隠

」
「
父

母

未

生
以

前

」
コ
不

立

文
字

」
「
法

脊

」
「
無

師

独

悟
」
「
無

準

師

範
」
「
莫

妄

想

」
「

麻

三

斤

」
「

遺

偶

」
「

初

厳

呪

」
「
両

序

」
「
臨

済

録

」
「
霊

知

不

味

」
「

六

根

壇

経
」
「

無
」

の
各

項

目

（

部

、

加

筆

項

目

も

含

む

．

単

著

、
『
…．仙
波

仏

教

辞

典

第

二

版

』
岩

波

書

店

、
平

成

乍

四

年
ト

月

ニ
ト

五

目

、
四

六

判

）

Λ
そ

の

他

▽

「
鈴

木
大

拙

の

初

回

禅
宗

史

研

究
」
（
唯

著
1

鈴

木

人

拙

全

襲
）

第

三

五

巻

「
月
報

」
、

平

成
ト

四

年

六
川

じ
‐

、

四

六
判

、

瓦
～

八
百

）

△

学

会
活

動

▽

所

属

学
会

な

ら

び

に
役

職

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
利
用
委
員
会
委
具
ｙ
仏
教
思
想

学
八
ゲ
9

稲
国
大
学
東
洋
哲
学
会
会
計
監
査

日
本
仏
教
学
会

／
財
団

法

人
束
方
学
会

学
会
に
お
け
る
研
究
発
表

「
闘
於
扉
宗
系
的
（

法
句
経
疏
》
）
（
中
日
‥
敦
煌
佛
教
学
術
会
議
、
平

成
ｔ

四
年
三
月
ト
四
目
、
北
京
・
和
平

里
大
酒
店
）

「
『
法

句
経
』

の
成
を
と
慢
化
に
つ
い
て
」
（
仏
教
思
想
学
会
第
ト
八
川
学

術
大
会
、
平
成
十
四
年
六
月
一
日

、
東
洋
大
学
）

「
『
念

佛
鏡
』

に
見
る
碑
の
影

響
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
三
回

学
術
大
会
、
平
成
～
四
年
七
月
七
日

、
ソ
ウ
ル
・
東
國
大
學
校
）

△
調
査
活
動
▽

「
東
洋
思
想
に
お
け

る
心
身
観
」
（
日
本
私
学
振
興
・
共
済
事
業
団
平
成
十

三

年
度
学
術
振
興
資
金
に
よ
る
研

究
、
研
究
分
担
者

《
研

究
代
表
者

一

菅
沼
晃
》
）

〈

教
育
活
動
▽

学
内
担
当
科
目

学

祁

中
国
仏
教
史
（
朝
霞
、
1

部

白
山

、
H
部
）

禅

の
思
恕
と
文
化

（
白
山
、
乗
入
れ
）

仏
教
漢
文
講
読
（
白
山
、
乗
人
れ
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
（
自
山
、
乗
人
れ
）

仏
教
と
社
会
I

‐
山
、
乗
人
れ
）

Λ
社
会
活
動
▽

財
団
法
人
東
方
研
究
会
兼
任
研
究
員
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△
大
学
・
学
部
の
竹
理
・
運
営
∇

文
学
部
内
情
報
機
器
関
係
小
委
員
会
委
貝
て
文
学
部
内
入
試
小
委
貝
会
委

平
成
十
四
年

度
演
習

ゼ
ミ

活
動
報

告

員

東
洋
学
研
究
所
研
究
所
員

竹
村
牧
男

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

朝
霞

② ①

テ
ー
マ
「
鎌
倉
旧
仏
教
の
研
究
」

メ
ン
バ
ー

鈴
木

寛
太
（
幹
事
）
・
井
目
綾
子
（
副
幹
事
）
他
、
こ
年

生
十
名

③

エ
自
力
丿収
ヒコ

本
年
度
は
、
鎌
倉
時
代

の
旧
仏
教
の
文
献
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
の

基
本
的
な
用
語
や
概
念

の
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
新
仏
教
が
出
て
く

る
背
景

や
、
旧
仏
教
の
新
仏
教
に
対
す
る
批
判
を
理
解
す
る
こ
と
を
通
し
て

新
仏
教
を
よ
り
深
く
知

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

取

り
上
げ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
良
遍

の

『
法
相
二
巻
抄
』
（
岩
波
日
本
思
想

大
系

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
所
収
）
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
の
書
を
テ
キ
ス
ト
に
取

り
上

げ
た
の
は
、
唯
識
の
初
心
者
へ
の
も
っ
と
も
易
し

い
入
門
書
で
あ
り
、

し
か
も
唯
識
は
大
乗
仏
教
の
基
礎
学
な
の
で
、
大

学
二
年
生
の
仏
教
学
初
歩

の
者
に
は
、
と
て
も
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
読
め
た
の
は
、
匙
巻
の
す
べ
て
と
、
下
巻
の
初
め
一
部
で
あ
っ

た

が
、
大
乗

の
ア
ビ
ダ
ル
マ
・
五
位
白
法

を
ひ
と
と
お
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。演
習
は
、
毎
回
、
予
習
し
て
き
て
も
ら

い
、
一
文
ず
つ
読

ん
で
意
味
を
説

明
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
に
私
か
解
説
を
加
え
て
い
く
と
い
う
形
式
で
行

っ
た
。
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学
生
の
出
席
状
況
は
、
よ
か
っ
た
。
予
肖
は
必
ず
し
も
士
分
と
は
患
え
な
か
っ

た

が
、
前
期
か
ら
後
川
へ
と
向
か
う
に
つ
れ
て
、
仏
教
の
教
学
の
体
系
の
全

体

の
r
解
も
進

ん
で
き
て
、
仏
教
思
想
へ
の
理
解

が
深
ま
っ
た
と
考
え

る
。

な
お
、
合
宿
は
行

わ
な
か
っ
た
が
、
後
期
の
あ
る
日
、
コ
ン
パ
を
行

い
、
親

交
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
。

橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

朝
霞

①

テ
ー
マ
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
入
門
」

②

メ
ン
バ
ー

中
馬
達
郎

（
幹
事
）
他

、
一
。年
生
十
四
名
(

■
名
退
学
）

③

活
動
報
上‥

昨
年
皮
と
同
様
に
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
中
心
思
想
で
あ
る

バ
ク
テ
f

（
信

愛
・
帰
依
）
思
想
を
、
「
バ

ガ
ヴ
ァ
ッ
ド

ー
ギ
ー
タ
ー
」
の
な
か
に
見
て
い

く
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

本
年
度
前
期
に
は
、
イ
ン
ド
文
化

に
関
す
る
ヴ
ィ

デ
オ

ー
。二

二
本
、
解
説

も
加
え
な

が
ら
見
せ
て
、
イ
ン
ド
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
に

努
め
た
。

前
期

後
牛
か
ら
、
「
ギ
ー
タ
ー
」

の
概
説
と
文
法
的
輪
読
に
入
っ
た
。
初

め
に
『
ギ
ー
タ
ー
』

の
使
用
テ
ク
ス
ト
（
ヒ
ン
デ
ィ

ー
語
注
付
き
流
布
本
）

と
和
訳
・
参
考
書

な
ど
の
紹
介
・
解
説
を
行

な
っ
た
。
次
い
で

、
昨
年
度
に

引
き
続

い
て
第
二
章

の
途
中
の
頌
か
ら
文
法

的
読
解
の
作
業
を
輪
読
形
式
で

問
始
し
た
。
本
年
度
の
受

講
者
も
格
別
熱
心

な
人

が
い
な
い
代
わ
り
に
、
全

般
的
に
こ
の
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

例
年
な
が
ら
、
イ

ン
ド
の
思
想
・
文
化
に
対
す
る
ゼ
ミ
生
の
関
心
の
程
皮

と
語
学
能
力
は
1

差
万
別
で
あ
り
、
一

つ
の
演
習
ゼ
ミ
と
し
て
の
ク
ラ
ス
逆

営
の
難
し
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

清
水

乞

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

白
山

（
乗
り
入

れ
）

①

テ
ー
マ
「
イ

ン
ド
美
学
と
芸
術
思
想
」

②

メ
ン

バ
ー

四
年
生
一
不

二
名
、
大
学
院
一
名

②

活
動
報
告

終
年
度
で
あ
る
た
め
、
演
習
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
四
年
生
に
限
定
し
、
一

部
生
、
十
八
人
、
二
部
生
、
四
人
、
計
ニ
ト
ニ
人
で
ゼ
ミ
を
構
成
し
た
。
ゼ

ミ
の
幹
事
・
副
幹
事
は
指
名
し

て
い
な

い
。

全
員
が
卒
業
論
文
・
制
作
を
提
出
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

ゼ
ミ
活
勁
を

開
始
し
た

。
①
四
月
早
々
に
、
「
論
文
・
制
作
の
計
画
書
（
論
題
と

そ
の
概

略
及

び
文
献

資
料
、
参
考
書
）
」
を
提
出
し
、
担
当
教
員
に
よ
る
批
評
と
指

導
を
行
っ
た
。
②
ほ
と
ん
ど
全
員
が
ラ
サ
論
を
立
論
の
基
本
と
し
て
い
る
の

で
、
論
文

・
制
作
に
ラ
サ
論
を
ど
の
よ

う
に
適
用
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
全
員

が
「
ラ
サ
論
概
説
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
。
各
人
の
レ
ポ
ー

ト
に
基
づ
い
て
、
担
当
教
員

が
批
評
し

、
個
別
の
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
全
員

で
議
論
・
討
論
し
た
。
（
以
上
、
前
期
）

③
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
「
論
文
・
制
作
の
目
次
と
概
要
」
を
制
作
し
て
、

全
員

が
後
期
開
始
と
同
時
に
提
出
し
た
。
担
当
教
員
が
前
期
の
計
画
書
と
比

較
し

て
、
個
別
的
に
具
体
的
な
指
示
を
与
え
た
。
同
時
に
論
文
と
制
什
の
抽
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違
、
構
成
と
形
式

な
ど
、
基

本
的
事
項
を
指
示
し
た
。
そ
の
後

、
後
期
の
す

べ
て
を
個
人
の
発
表
と
討
論

に
当
て
た
。

議
論
・
討
論
は
活
発
で

あ
っ
た

が
、
自
分

の
問
題
意
識
を
基
本
と
し
つ
つ

も
、
他
人
の
問
題
意
識
に
参
入
し
、
個
人
的
問
題
の
幅
を
広

げ
る
と

い
う
ゼ

ミ
活
動
の
機
能
が
十
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
。

土
記
、
①
⑤
①

の
レ
ポ
ー
ト
を
論
文
提
出

の
必
要

条
件
と
し
た
の
で
、
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

大
学
院
生
が
毎
時
間
出
席
し
、
学
生
の
課
題
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
た
の

で

、
院
生
に
よ
る
時
間
外
の
指
導
は
有
効
で
あ
っ
た
。

菅

沼

晃

イ

ン

ド

哲
学

仏

教

学

演
習

②

白
山

（
乗

り

入

れ

）

①

テ

ー

マ
「

イ

ン

ド
思

想

の

人

間
観

」

②

メ

ン

バ
ー

石

羽

沢

ま

ゆ

み
（

ゼ
ミ

代

表

）
、
後

藤

裕

．
郎

（

副
代

表

）
、

高

野
史

・
洋
田

容
f

（
記

録

係

）
他

、
四

年

生
六

気
:
'
w
年

生

十
八

名

、

二

年
生

三

名

、
大

学

院

五

名

、
大

学

院

満

期

退
学

．
名

③

活

動

報

告
1

、

本

年

度

は

、

叙
1

詩

文

学

班

（
B

班

）

に

よ

る
R
a
m
a
c
a
r
i
t
a
m
の

究
会

、
大
学
院
ゼ
ミ
と
合
同
の
夏
期
合
宿
研
修
を
行

な
っ
た
。
四
年
生

の
卒
箇
中
問
発
表
、
哲
学
班
の
T
i
l
a
k
に
関
す
る
発
表
、
人
学
院
生
の

各
自

の
テ
ー
マ
に
も
と
づ
く
学
会
形
式
で
の
研
究
発
表
が
あ
り

、
懇
親

も
含
め
て
、
極
め
て
充
実
し
た

合
宿
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
、
ゼ
ミ
、

研
究
会
の
O
G

、
O
B

を
含
め
て
約
五
十
名
。
3

、
平
成
十
五
年
二
月
、

ゼ
ミ
報
告
書
作
成
。
4

、
今
年
度
は
、
三
年
生
の
出
席
が
極
め
て
よ
く
、
哲
学
班
の
T
i
l
a
k
を

中
心
と
す
る
イ
ン

ド
現
代
史
の
発
表
も
充
実
し
て
お
り
、
最
後
の
ア
ー

ユ
ル

ヴ
ェ

ー
ダ
班

の
発
表
も

、
現
職

の
医

師
、
吉

次
さ
ん
（
二
部
四

年
）
を
中
心
に
、
極
め
て
学
術

的
な
イ
ン
ド
医
学
の
発
表

が
あ
っ
た
。

ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ

ー
ダ
の
研
究

が
、
今

後
の
こ

の
ゼ
ミ

の
特

色
と
な
る

こ
と

を
感
じ

さ
せ
る
本
年
度

ゼ
ミ

で
あ
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
百

点
満
点

を
与
え
て
も
よ

い
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

橋
本
泰
元

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③

白
山
（
乗
り
入
れ
）

①

テ
ー
マ
「
中
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
」

②

メ
ン
バ
ー

飯
旧
洋
行

（
幹
事
）
他
、
四
年
生
ト
五
名
、
三
年
生
士

。

講

読

、

研

究

発

表

、

哲

学

班

（
A

班
）

に

よ

る
L
o
k
a
m
a
n
y
a
-
t
i
l
a
k
a
名

、

院

生

一
名

の

講

読

・

研

究

発

表

、

ア

ー

ユ

ル

ヴ

ェ

ー

ダ

班

（
D

班

）

に

よ

る

③

活

動

報
告

A
s
t
a
n
g
a耳
d
a
y
a
'
S
u
t
r
a
s
t
h
a
n
aの

最

初

の

部

分

の

講

読

・

発

表

が

行

わ

れ

た

。
2

、

平

成

十

四

年

八

月

二

口

～

四

日

、

白

馬

山

荘

に

て

、

イ

ン

ド

思

想

研

昨
年
度
と
同
様
に

、
『
バ
ー

ガ
ヴ
ァ

タ
・
プ
ラ
ー
ナ
』

に
お
い
て
完
成
さ

れ
た
民
衆
的
な

バ
ク
テ
ィ
思
想
と
、
北
イ

ン
ド
に
お
け
る
中
・
近
世
の
民
衆

的
な
バ
ク
テ
ィ
思
想
運
動
の
展
開
を
中
心

課
題
と
し
た
。
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初

め

に

、

担

当

教

員

が

新

人

ゼ

ミ

生

を

巾

心

に

使

川

テ

ク

ス

ト

（

流

布

本

で

弟

ト

巻

「

ラ

ー

サ

の

五

び

士

と

英

訳

、

和

訳

バ

研

究

市
‥
お

よ

び

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

撒

関

係

の

和

典

を

中

心

と

し

た

参

考

占

の

紹

介

・

川

説

を

行

な

っ

た

。

こ

の

テ

ク

ス

ト

の

輪

読

は

、

語

学

力

増

進

を

狙

い

ト

に

。
二

年

生

を

巾

心

に

一

回

一

頌

の

割

合

で

行

い

、

読

み

進

め

て

い

る

。。

こ

の

作

東

と

併

せ

て

、

原

典

読

解

に

関

心

の

薄

い

ゼ

ミ

生

の

た

め

に

、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教

女

神

研

究

の

名

西
D
a
v
i
d
K
i
n
s
l
e
y

。
H
i
n
d
u
G
o
d
d
e
s
s
e
s

。
D
e
h
i
:
M
o
t
i
l
a
l
B
a
n
a
r
s
i
d
a
s
s

。
1
9
8
7

の

「

ラ

ク

シ

ュ

ミ

ー

」

章

の

後

半

部

分

の

輪

読

も

同

時

に

三

年

生

を

中

心

に

進

行

し

た

。

イ

ン

ド

思

如

才

文

化

に

関

す

る

争

論

・

争

東

制

作

で

邦

謡

資

料

に

ば

か

り

頓

る

安

易

な

作

業

を

避

け

、

新

知

見

に

接

す

る

た

め

に

外

国

語

文

献

を

利

用

し

て

欲

し

い

と

考

え

る

か

ら

で

あ

る

。

本

年

度

は

、

九

川

九

‐

～

ト

。
‐

に

稲

取

セ

ミ

ナ

ー

ハ

ウ

ス

で

合

宿

研

修

を

行

い

、

四

年

生

半

数

ほ

ど

の

卒

論

巾

閻

発

表

と

、

三

年

生

に

よ

る

ゼ

ミ

教

材

（

英

文

研

究

書

）

の

輪

読

を

中

心

に

活

動

し

、

充

実

で

き

た

。

渡
辺
章
悟

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④

白
山
（
乗
り
入

れ
）

② ①

テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
大
乗

仏
教
の
研
究
」

メ
ン
バ
ー

丸
杉
伊
作
（
前
川
幹
事
）
・
小
長
谷
将
人

（
後
川

幹
事

）

他
、
四
年
生
じ
名
、
三
年
生
五
名

③

活
動
報
告

今
年
の
ゼ
ミ

は
特
定
の
テ
ク
ス
ト
を
講
読
す
る
と
い
う
形
式
は
と

ら
ず
、

ゼ
ミ

の
構
成
員

が
自

主
的
に
研
究
テ
ー
マ
を
選
び
、
そ
れ
を
課
題
と
し
て
各

自
が
レ

ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
形
式
を
と

っ
た
。

具
体
的
に
は
、
最
初
に

ゼ
ミ
の
共
通

テ
ー
マ
を
「
仏
教
の
生
命
観
」
と
決

定
し

、
こ
れ
に
「
個
人
テ
ー
マ
」
を
組
み
〈
目
わ
せ
て
、
毎
㈲
発
衣
し
て
も
ら
っ

た
。
発
表
者
は
必
ず
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
用
意
し
、
質
問
に
備
え
る
こ
と
と
、

参
加
膏
は
必
ず
一
回
以
L

質
問
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
た
。

川
会
も
原
則
的
に
は

ゼ
ミ
長
が
行

な
い
、
担
当
教
貝
は
最
後
に
纏
め
る
と

き
の
指
導
の
み
に
と
ど
め
た
。
最
初
は

ぎ
こ
ち
な

い
運
営
で
あ
っ
た

が
、
次

第
に
慣
れ
て
き
て
、
毎
川
の
発
表
は
充
実
し
、
時
問
が
足
り
な
く
な
る
こ
と

が
し

ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
た
だ
し

、
発
衣
抒
の
出
来
如
何
に
よ
っ
て
充
実
度

が
極
端
に
異

な
る
た
め
、
運
営
に
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ

の
感
想
は

参
加
者
共
通
の
意
識
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

夏
休
み
に
は
担
当
者
の
実
家
で
あ
る
群
馬
の
禅
寺
で
I
泊
ご一
目
の
合
宿
を

行
な

っ
た
。
ま
た
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
に
よ
る
『
般
若
心
経
』

の
講
読
と
読

誦
、
漢
訳
経
典

の
読
誦
に
加
え

、
毎
朝
の
参
禅
、
食
事
の
作
法
な
ど
、
大
学

で
は
味
わ
え

な
い
禅
I

な
ら
で
は
の
毀
覗
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

今
年
は
人
数
も
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ゼ
ミ
の
後
に
粁
で
集
ま
っ
て
食

事
を
し
た
り
す
る
こ
と

が
た
び
た

び
あ
っ
て
、
ま
と
ま
り
が
良
か
っ
た
。

森

章
司

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤

白
山
（
乗

り
入
れ
）

② ①

テ
ー
マ
「
原
始
仏
教
研
究
」

メ
ン

バ
ー

泗
井
万
肌
江
（
前
期
幹
竹
）
・
戸
次
顕
杉

（
後
期
幹
竹
）
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他

、

凹

年

生

ト

三

名

、

ご
。年

生

三

名

、

人

学

院

一
。
わ

⑤

活

動

報

七
‥

共

回

研

究

と

個

人

研

究

の

二

本

立

て

で

進

め

た

。

共

同

研

究

の

テ

ー

マ

は

「
原

始

仏

教

時

代

に

お

け

る

比

丘

・

比

斤

尼

の

生

活

」

と

し

た

。

昨

年

度

ま

で

は

デ

ィ

ベ

ー

ト

方

式

を

収

っ
・
て

ぃ

た

が

、

今

年

度

は

銘

々

の

発

表

形

式

を

取

っ

た

。

ゼ

ミ

で

ホ

ー

ム

・

ペ

ー

ジ

を

立

ち

上

げ

る

に

際

し

て

、
原

始

仏

教

聖
1

ハ
の

解

説

を

分

批

し

て

執

筆

す

る

こ

と

に

な

り

、

そ

れ

ぞ

れ

が

分

担

す

る

文

献

か

ら

「

生

活

」

記

廿

を

採

収

し

て

、

発

式

す

る

こ

と

に

し

た

か

ら

で

あ

る

。

テ

ー

マ

の

性

質

か

ら

止

む

を

得

な

い

部

分

も

あ

る

が

、

結

果

は

収

斂

で

き

ず

、

ま

と

め

て

報

告

す

る

ほ

ど

の

も

の

は

得

ら

れ

な

か

っ

た

。

し

か

し

ゼ

ミ

「

原

始

仏

教

研

究

」

の

ホ

ー

ム

・

ペ

ー

ジ

は

ア

ッ

プ

さ

れ

公

開

さ

れ

て

い

る

。

ア

ド

レ

ス

は
[
h
t
t
p
:
／
A
v
w
w
2
.
t
o
y
o
.
a
c
.
i
p

／
~
m
o
r
i
m
o
r
i／]

で

、

コ

ン

テ

ン

ツ

は

「
森

ゼ

ミ

案

内

」
「
原

始

仏

教

っ

て

な
I

に

」
「

原

始

仏

救

や

岨
ハ
目

録

」
「

森

先

生

の

ペ

ー

ジ

」
「

掲

示

板

＆

チ

ャ

ッ

ト

」
「

リ

ン

ク

集

」

「
卒

業

論

文

の

書

き

方

一
で

あ

る

。
学

生

の

執

筆

し

た

部

分

は

「

原

始

仏

教

っ

て

な
I

に

」

で

あ

る

。

な

お

「

リ

ン

ク

集

」

は

大

学

院

生

の

今

野

道

隆

が

担

当

し

、

ア

ッ

プ

作

業

は

四

年

生

の

伊

束

実

咲

が

担
‐

し

た

。
「

ゼ

ミ

紀

要

」

「
名

簿

」
「
O
B

の

ペ

ト

ジ

」

も

ア

ッ

プ

す

る

予

定

で

現

在

作

業

中

で

あ

る

。

他

に

「

東

洋

大

学

印

度

哲

学

科

森

ゼ

ミ

」

の

ホ

ー

ム

・

ベ

ー

ダ

否

否

‥
合
l
a
z
乱

。ヨ
回

■
o
r
.
i
ミ

～
ヨ
o
n
s
e
m
i
n
a
r／
J

が

あ

る

。

こ

れ

も

本

ゼ

ミ

の

ホ

ー

ム

ー
ペ

ー

ジ

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

卒

業

生

有

志

が

運

営

し

て

い

る

。

個

人

研

究

は

例

年

通

り

二
夏

休

み

の

合

宿

（
九

月

二

十

一

日

～

二

十

三

日

。

山
巾
湖

七
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）
と
後
期

の
最
初
の
二
時
問
に
、
四
年
生
は
卒
業

論
文
・
卒
業
制
作
、
三
年
生
は
卒
業
論
文
を
提
野
に
お

い
た
自
由
研
究
の
研

究
発
表
を
行
っ
た
。
な
お
原
則
と
し
て
毎
川
第
一
週
は
卒
論
・
卒
制
の
指
導

も
行
っ
て

い
る
。

ま
た

。二
月
末
に
は

『
一
一
〇
〇
二
年
度

森
ゼ
ミ
紀
要
』

第
ト

ー
号
を
発
行

す
る
予
定
で
あ
る
（
第
一
号
は
別
形
式
の
冊
子
と
し
て
制
作
し
た
の
で
、
こ

れ
を
入

れ
る
と
辿
算
十
一
。号
と
な
る
）
。

伊
吹

敦

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥

白
山

（
乗
り
入
れ
）

①

テ
ー
マ
「
禅
思
想
研
究
」

②

メ
ン

バ
ー

鈴
木
和
陽
（
幹
事
）
他
、
四
年
生
六
名
、
一
、一
年
生
ご
名

、

二
年
生
二
名

水
ゼ
ミ
は
、
中
国
仏
教
の
中
で
も
、
最
も
中
国
的
な
性
格
を
多
分
に
持
つ

「
禅
」
を
中
心
に
、
そ
の
思
想
の
特
質
や
成
立
、
変
化
を
た
ど

っ
て
ゆ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。・

今
年
度
も
、
例
年
と
同
様
、
年
皮
は
じ
め
に
学
生
と
話
し
今

い
を
行

な
っ

て
、
使
川
す
る
文

献
を
最
も
代
表
的
な
禅
文
献
の
一
つ
で
あ
る

『
臨
済
録
』

に
決
定
し
た
。

岩
波
文
庫
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
担
当
者
に

レ
ジ
メ
を
作
っ
て
き
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
た
た
き
台
と
し
て
全
員
で
討
論
を

行

な
っ
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
訓
読
と
翻
訳
が
附

さ
れ
て
い
る
の
で
、
漢

文
読
解
の
訓
練
と
い
う
点
で
は
十
分
で
は
な
か
っ
た

が
、
出
席
者
の
漢
文
の
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素
養
を
考
え
れ
ば
、
致
し
ぢ
な
い
点
も
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で

も
、
多
少
な
り
と
も
漢
文
に
馴
染

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
訓
読
に
洽
っ
て
。。几

漢
文
に
返
り
点
を
付
す
よ
う
に
は
指
導
を
行

な
っ
た
。

今
年
度
、
新
た
に
参
加
し
た
学
生
に
は
熱
心
な
学
生
が
多
く
、
そ
う
し
た

学
生
に
は
非

常
に
出
席
率
の
高

い
も
の
が
多
か

っ
た
。
特
に
、
前‥
詞
宗
の
僧

侶

や
巾
国
で
育
っ
た
学
生
や
巾
折
‥
文
の
学
生

が
新
た
に
加
わ

っ
た
こ
と
は
、

他
の
学
生
に
も
人
き
な
刺
激
を
り
え
、
時
と
し
て
非
常
に
活
発
な
議
論

が
行

な
わ
れ
た
点
は
非
常
に
よ
か
っ
た
。
そ
の
た
め

、
課
外
活
動
と
し
て
行
な
っ

た
、
鎌
倉

へ
の
小
旅
行

（
夏
季

）
や
河
‐

湖
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
で
の
合
宿

（
存
季

）
は
か
な
り
の
盛
り
に

が
り
を
見
せ
た

（
前
者
は
、
あ
い
に
く
人
気

が
非
常
に
悪
く
、
予
定
通
り
の
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
っ

た
）
。
ゼ
ミ
活
動
の
も
う

。
つ
の
桂
で
あ
る
今
論
指
導
に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り

、

授
業
中
で
の
発
表
は
な
る

べ
く
差
し
控
え
、
研

究
室
で
の
個
別
指
導
で
対

応

し
よ
う
と
努
め
た
が
、
学
生
の
卒
論
へ
の
取
り
組
み
の
遅
さ
を
思
う
と
、
I

論
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
．
L人
も
必
。安
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

竹
村
牧
男

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦

白
山
（
乗
り
入

れ
）

①

テ
ー
マ
T

目
代
‐

本

仏
教
の
人
間
観

（
咄

徳
人
r

か
ら
ず
安
時
代
ま

ご

）

②

メ
ン
バ
ー

松
本
百
合
f

（
幹
事
）

二
几
木
裕
（
副
幹
事
）
他
、
四
年

生
ト
名
、
三
年
生
七

．
ダ

、
．
．年
生

．
名

③

活
動
報
告

本
年
度
は
、
‐

本
仏
教
の
な
か
、
聖
徳
人
f
よ
り
平
安
時
代
に

い
た
る
ま

で
の
代
表
的
な
祖
師
方
等
の
田
心
想
の
な
か
、
特
に
人
間
観
を
テ
ー
マ
に
研
究

発
衣
を
し
て
も
ら
っ
た
。
研

究
発
表
は
、
学
問
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
卒
論
の
準
備
を
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

前
期
当
初
、
四
年
生
に
卒
論
構
想
を
発
衣
し
て
も
ら
っ
た

が
、
ほ
と
ん
ど

の
者

が
単
に
漠
然
と
し
た
考
え
を
述

べ
る
に
と
ど
ま
り
、
研
究
発
表
の
体
を

ま

っ
た
く
な
し
て

い
な
か
っ
た
。

そ

れ
が
、
。。。年
生
に
も
影
響
し
、
三
年
生
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
研
究
発

衣
も
低
調
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
か
な
り
注
意
・
助
言
し
た
結
果
、
研
究
発
表

ら
し
き
も
の
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
、
夏
、
合
宿
で
の
班

ご
と
の
研
究
発
表
は
、
準
備
も
よ
く
な
さ
れ
、
兄

る

べ
き
も
の
が
っ
た
。

後
期
に
入
る
と
、
四
年
生
は
卒
論
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
り

、
研
究
発

長
は
ミ
年
生

が
中
心
と

な
っ
た
が
、
よ
く
調
査
が
行
き
如
く
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
進
境

い
ち
じ

る
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
、－

も
ち
ろ
ん
、
不
ト
分

な
点
も
‐
几
ら
れ
た
が
、
こ
の
発

表
を
も
と
に
、
年
度
未
に
は
一
発
表
四
〇
〇

字
。
。
0枚
程
度
の
小
論
を
作
成
し

、
論
集
を
縮
む
こ
と
に
し

て
い
る
（
四
年

生
は
や
論
の
概
要
）
。
研

究
発
衣

の
テ
ー
マ
に
は
、
聖
徳
太
子
、
三

論
宗
、

法

相
宗

、
征
戦
宗
、
最
澄
、
空
海

な
ど

が
取
り
L

げ
ら
れ
た
が
、
中
で
は
窄

海
が
も

っ
と
も
人
気

が
あ
っ
た
。

‐

頃
の
授
業
以
外
に
は
、
ヒ
述
の
合
宿
（
二
泊
三
日
）
を
一
回
行

っ
た

が
、

よ
く
学

び
よ
く
遊
ぶ
、
楽
し

い
八‐
宿
で
あ
っ
た
。
他
に
歓
迎
コ
ン
パ
、
追
い
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出

し
コ

ン
パ
を
行
っ
た
。

川

崎

信
定

イ

ン

ド
哲

学

仏

教

学

演
習

③

白
山

（
乗

り
入

れ
）

①

テ

ー

マ

「
中

観

・
唯

識

思

想
基

礎

的

原

典

の
講

読

研
究
－

『
唯

識
ニ

ト

論
』
」

②

メ

ン

バ
ー

床

片
早

野

香

（
幹

事

）

・

石

原
草

吉

（
副
幹

事

）

他

、

四

年

生
十

四

名

、
三

年

生

六

名

、
二

年

生

。
名

、
大

学

院

生

一
名

③

活

動
報

告

イ

ン

ド
大

乗

仏

教

の
重

要

教

理

の
一

つ

で

あ

る
唯

識

思

想

の
基

礎

的

原

典

の

講

読

を

通
じ

て

テ

キ
ス

ト

批
判

・
文

献

取

り

扱

い
の

基

本

を
養

成

し

、

今

後

の

卒

論
研

究

の

基
盤

を

作

る
こ

と

を

目

的

と
し

た
セ

ミ

ナ

ー

。
今

年

度

は

四

世

紀

ご

ろ

に

ヴ

ァ

ス

バ

ン

ド

ウ

（
V
a
s
u
b
a
n
d
h
u
'
世

親
）

が

著

わ
し

た

唯

識

思

想

の
代

表

的

な
論

書

・

～
十

の

韻

文

か

ら

な

る

『
唯

識
二

十

論

』

を

取

り

上

げ

た
。

上

級
生

か

ら
下

級
生

ま

で

が
均

等

に
入

る
よ
う

に
五

班

に

分

け

て

、
毎

回
各

班

が

サ
ン

ス

ク

リ

ッ
ト

原

文

を

担
当

す

る
輪

倚

制

。

当

番

は

ロ

ー

マ

字

テ
キ

ス

ト
と

レ

ジ

ュ

メ
翻

訳

を

授

業

前
に

コ

ピ

ー
配

付

し

て

、

授

業

巾

に

「
夢

と

現

実

の
違

い
」

・

「
地

獄

の

仕

人
」

な

ど

の

テ

ー

マ
を

決

め

て

思

想
内

容

デ
ィ

ス

カ
ッ

シ

ョ

ン
を

し

た

。

夏

の
合

宿

は

九
月

五

目

・

六

日

に

欧

斤

セ

ミ
ナ

ー

ハ

ウ
ス

で

・

泊

丿一
‐

を

か

け

て
四

年

生

に

よ

る
卒

論

の

執

筆
内

容

一

「
ア

ヒ

ン

サ
ー

」
、
「
他

人

の

存

在

」
、
「
女

性

の

説
法

」
、
「
仏

教

と

香

」
、
「

チ

ベ
ッ

ト
医

学

書

」

な

ど

の
経

過

報

告
と

花

火

大

会

。
帰

り

の

バ

ス

内

で

は

、
「

中

村
元

の

世
界

」

の

ヴ
ィ

デ
オ

を
見

た

後

、

共

同

討

議

。

で

も

前
夜
に
張
り
切
り
す
ぎ
て
新
宿
に
着
く
ま
で
何
の
記
憶
も
な
い
人
も
？

気

合
い
を
入

れ
た
コ
ン
パ
と
と
も
に
、
出
席
の
チ
ェ
ッ
ク
と
実
力
養
成

の
鞭
は

か
な
り
厳
し
か
っ
た
。
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平

成
十
四
年

度
開
講
科

目

Λ
Tエ
部
▽

朝
霞
開
講
科
目

イ
ン
ド
宗
教
史

仏
教
学
概
論
（
仏
教
と
は
何
か
）

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説

イ
ン
ド
仏
教
史

中
国
仏
教
史

日
本
仏
教
史

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
文
献
講
読
①
・
②

菅
沼

晃

森

章
司

僑
本
泰
元

渡
辺
章
悟

伊
吹

敦

竹
村
牧
男

清
水

乞

イ
ン

ド

古
典

講

読

（
サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

説

話

劇
P
r
a
t
i
m
a
-
n
a
t
a
k
a

を
よ
む
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
入
門
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
（
宗
密

『
原
人
論
』
講
読
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
（
イ

ン
ド
仏
教
文
献
講
読
）

自
山
開
講
科
目

ア
ビ
ダ
ル

マ
哲
学

卒
業
論
文

（
制
往

菅
沼

晃

竹
村
牧
男

橋
本
案
元

佐
藤

厚

島
田

茂
樹

池
田
練
太
郎

△
H

部
∇

イ
ン
ド
宗
教
史

仏
教
学
概
論

（
仏
教
と
は
何
か
）

ア
ビ
ダ
ル

マ
哲
学

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
概
説

イ
ン
ド
仏
教
史

中
国
仏
教
史

日
本
仏
教
史

日
本
思
想
史
（
外

来
思
想
の
受
容
と
変
容
）

東
洋
思
想

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読

イ
ン
ド
古
典
講
読

卒
業
論
文

（
制
作
）

八

相

互
市

入

れ

科

目

▽

宗

教
学

概

論

比

較
宗

教

学

（
「

意
識

」

と

は

何
か
7
・
―

比
較

思
想

的

試
論

）

イ

ン

ド
古

典

哲
学

イ

ン

ド
現

代

思
想

イ

ン

ド
文

学

菅
沼

児

森

章
司

池
田
練
太
郎

橋
本
泰
元

渡
辺
章
悟

伊
吹

敦

竹
村
牧
男

三
洋
勝
己

佐
久
間
秀
範

渡
追
郁
子

渡
追
郁
子

川
峙
信
定

司
馬
春
英

宮
本
久
義

宮
本
久
義

上
村
勝
彦

イ

ン
ド
・
仏
敦
図
像
学
（
イ

ン
ド

ー
チ
ペ
ッ
ト
密
教
図
像
学
入

門
）
島
田
茂
樹

イ

ン
ド
文
化
論
I
（
イ
ン
ド
の
芸
術
1

人
を
夢
中
に
さ
せ
る
装
置

）
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清
水

乞

イ
ン
ド
文
化
論
H

（
イ
ン
ド
の
歴
史
と
文
化

）

石
川

寛

仏
教
文
化
論

権
旧
ソ
ナ
ム

ー
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン

仏
教
思
想
論
I

波
辺
ぴ
悟

仏
教
思
想
論
n

川
崎
信
定

仏
教
思
想
論
m

金
f

芳
人

ヨ
ー
ガ
と
そ
の
思
想
（
そ
の
実
践
を
ま
し
え
て
）

斎
場
裕
之

浄
土
教
の
思
想
と
文
化
（
ブ

。
ダ
か
ら
親
鸞
へ
）

本
多
静
芳

密
教
の
思
想
と
文
化

鰐
柴
弘
宗

禅
の
思
想
と
文
化

伊
吹

敦

法
華
経
の
思
想
と
文
化

小
松
邦
彰

華
厳
経
の
思
想
と
文
化
（
八
ト
巻
華
厳
経
の
現
代
日
本
語
訳
と
漢
訳

原
典
研
究
）

小
島
岱
山

パ
ー
リ
文
献
講
読

石
しに
和
敬

仏
教
梵
語
講
読

佐
久
間
秀
範

ヒ
ン

デ
ィ

ー
文
献
講
読

橋
本
泰
元

チ

ベ
ッ
ト
文
献
講
読

川
峙
B
定

仏
教
漢
文
講
読

伊
吹

敦

外
国
語
文
献
講
読

村
石
忠
照

欧
文
仏
典
講
読

吉
田

収

仏
教
と
社
会

（
仏
教
と
戦
争
協
力

・
医
療
・
女
性
差
別
）

伊
吹

敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

（
イ
ン
ド
美
学
と
芸
術
思
想
）

清
水

乞

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

（
イ
ン
ド
思
想
の
人
間
観
）

菅
沼

昆

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
③
（
巾
世
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
思
想
研
究
）橋
本
泰
元

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
④
（
イ
ン

ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）

渡
辺
章
悟

イ
ン
ド
折
‥
学
仏
教
学
演
習
⑤
（
原
始
仏
教
研
究
）

森

章
司

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥
（
禅
思
想
研
究
）

伊
吹

敦

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①

竹
村
牧
男

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑧

川
崎
信
定

Λ
人
学
院
∇

博
上
前
期
課
程

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研
究
I

・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
I

サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
文
法
学
の
研
究
）

イ
ン
ド
哲
学
研
究
I
・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ｈ

（
古

典

菅

沼

清

水

晃乞

イ
ン
ド
哲
学
研
究
H

・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ
（
中
世
イ
ン
ド
思

想
研
究
）

橋
本
泰
元

初
期
仏
教
研
究
I

・
仏
教
学
研
究
指
導
I

（
律
蔵
に
よ
る
釈
尊
教
団

形

成
過
程
の
研
究

）

森

章
司

初
川

仏
教
研
究
H

（
パ
ー
リ
仏
教
研
究
）

森

祖
道

人
乗

仏
教
研
究
I

・
仏
教
学
研
究
指
導
H

（
イ
ン
ド
後
期
大
乗
仏
教

論
典
原
典
研
究
）

川
崎
信
定

人
乗

仏
教
研
究
H

（
経
典
の
批
判
的
研
究
）

渡
辺
章
悟

大
乗

仏
教
研
究
Ⅲ
（
『
喩
伽
師
地
論
』
を
読
む
）

横
山
紘
一

中

閥
仏
教
研
究
I

小
島
岱
山

－131 －



‐

本
仏
教
研
究
1

・
仏
教
学
研
究
指
導
1

（
‐

本
示

厳
の
研
究
）竹
村
牧
男

匝

上
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
I

・
イ
ン

ド
哲
学
研

究
指
導
I

（
イ
ン
ド
哲

学
・
仏
教
学
の
諸
問
題
）

菅
沼

晃

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
H

・
イ
ン

ド
哲
学
研
究
指
導
n

（
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
上
治
韻
律
論
の
研

究
）

活
水

乞

仏
教
学
特
殊
研
究
I

・
仏
教
学
研
究
指
導
T

（
律
蔵
の
比
較
研
究
）
森

章
司

仏
敦
学
特
殊
研
究
H

・
仏
教
学
研
究
指
導
H

（
仏
教
と
他
派
と
の
思

想
交
流
）

川
崎
信
定

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅲ

小
島
岱
山

仏
教
学
特
殊
研
究
Ⅳ
・
仏
教
学
研

究
指
導
Ⅲ
（
日
本
の
唯
識
研
究
）
竹
村
牧
男

平

成
十
四
年

度
卒
業
論
文

△
T

部
▽

鈴
木

恵
子

丸

山
健

．
郎

斎
藤

淳
也

佐
藤

住
伊

中
村

修
大

死

生
学
と
宗
教
一
死

の
受
容
に
つ
い
て
I

無
宗
教
者
の
死

の
受
容

幽
玄
と
｛
｝
h
u
a
i
i
i

初
期
仏
教
に
お
け
る
認
識
論

『
諸
文
化
を
越
え

た
女
性
仏
教
徒
』
一
部
訳

手
塚
治
虫
と

『
ブ
ッ

ダ
』
－

「
生
」
と
「
死
」

に
つ

い
て

の
手
塚
氏
の
捉
え
方

林

柔

人

清

規

の

伝

来

と

茶

の

湯

の

は

じ

ま

り
I

初

期

の

大

徳

寺

史

を

交

え

て

中

村

貴

寿

「
T
h
e
L
o
t
u
s
S
u
t
r
a
a
n
d
t
h
e
r
h
e
t
o
r
i
c
o
f
l
e
g
i
t
i
m
i
z
a
-
t
i
I
F
2
e
v
e
n
t
h
-
c
e
n
t
u
i
y
J
a
p
a
n
e
s
e
B
u
d
d
h
i
s

ヨ

」

訳

註

佐

貫

直

哉

阿

育

－

ダ

ル

マ

・

ア

シ

ョ

ー

カ

へ

の

変

貌

と

、

そ

の

政

治

的

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

相

谷

学

禅

僧

沢

庵

宗

彭

の

考

察

阿

部

旧

み

づ

は

『

仏

説

地

蔵

菩

薩

発

心

因

縁

十

王

経

』

と

『

仏

説

預

修

十

王

生

七

経

』

に

お

け

る

地

蔵

菩

薩

と

閻

魔

王

の

同

一

匪

大

川

笑

『

般

若

心

経

秘

鍵

』

に

み

ら

れ

る

空

海

の

思

想

的

特

色
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伊
束

実
咲

歓
応
犬
に
関
す
る
お
寺
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
ホ

ー
ム

ベ
ー
ダ
の
作
制

岡
川
実
永
子

矢
洋

太
輝

小
宮

生
山

川
越

幸
子

三
宅

弘
美

前

ゆ
う
き

斎

藤

富

之

北
1

浩
平

松

率

自

今
f

鳥
4

悟
史

川

合

部

村
1

雅

博

萩

原

俊

塩

浦

美

和

戸

坂

部

舞

子

丹

野

雄

士

豊

田

未

歩

堀

龍

裕

範

峰

尚

子

『
秘
蔵
宝
鏡
』

に
お
け
る
空
海
の
人
問
観

ガ
ー
ン

デ
ィ
ー
と
非
暴
力

思
想

ガ
ン
ジ

ー
に
見

る
イ
ン
ド
思
想

イ
ス
ラ
ー
ム
の
性
質
と
そ
の
拡
人

日
本
の
公

教
育

に
お
け
る
宗
教
教
育
の
あ
り
方

イ
ン
ド
古
典
雄
踊
の
魅
力
－

ｚ
匹
可
Q
肱
4
回

に
お
け
る
目

の
動
き
に
つ
い
て

床
屋
政
談
－

弘
法
・
空
海
・
真
魚

宗
教
の
起
源
と
意
味

『
真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
に
見

る
真
盛
の
人
間
像

奈
良
時
代

の
仏
教
i
弥
勒
信
仰
か
ら
阿
弥
陀
信
仰

ペ

イ
ン
ト
神
話
に
お
け
る
武
器
と
そ
の
威
力
－

『
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ナ
』
と

『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ

タ
』

に
登
場
す
る
武
器

仏
教
に
お
け
る
死
－

死
の
克
服

乱
t
h
u
n
a
か
ら
見

る
イ
ン
ド
の
性
a
s

写
真
集
i
日
常
の
体
験
を
印
度
芙
学
的
に
考
え
る

空
海
の
即
身
成
仏
思
想

現
代
諸
宗
教
問
題

に
つ
い
て
の
一
考
察

地

獄
起
源
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
説

目
蓮
聖
人
の
女
性
観
－

遺
文

を
通
し
て
み
る
そ
の
魅
力

『
維
摩
経
』

に
お
け
る
こ
と
ば
の
考
察

床
＃
9

野
香

『
勝
鬘
経
』
成

立
に
於
け
る
女
性
観
の
変
遷

渡
辺

恭
佳

ア

ー
ラ
ヤ
識
と

マ
ナ
識
の
関
係
と
そ
の
違
い

黒
須

茜

「

ボ
ン

ベ
イ
」
映
画
評
論
－

映
画
と
し
て
の
「
ボ
ン

ベ
イ
」

高
机

勝

世
阿
弥
の
美
と

ロ
留

論

宇
山

浩
史

忍
∃
Q
犀
・
回

の
ト

ラ
ン
ス
体
験
－

そ
の
少
年
時
代

か
ら

内
凹｛

見
神
ま
で
の
考
察

井
目

友
美

『
正

法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
の
巻
に
お
け
る
道
元

の
仏
性
観
に

つ
い
て

鈴
木
後
藤

怜
美
緒

矢
内

裕
子

鈴
木
な
つ
み

藤
井

保
徳

中
山

敬
朗

人
倉
日
奈
T

五
十
嵐

竜

及
川

勇
介

河

合

友
紀

菅
野

馨
子

川
島
瀧

詩

生

友

美

廃

墟

の

美

に

つ

い

て
I

美

の

要

素

の

抽

出

と

分

析
T
h
e
r
a
g
a
t
h
a

。
T
h
e
r
i
g
a
t
h
a に

お

け

る

比

丘

と

比

丘

尼

の

比

較

研

究
S
i
v
a
p
u
r
a
n
a

抄

訳

廃

仏

毀

釈

と

そ

の

精

神

唯

識

三

性

説

の

研

究

と

比

較

思

想

悲

劇

か

ら

の

美

的

享

受
－
I

心

と

能

美

学

の

比

較

考

察

ヅ

ア

ー

グ

ナ

ー

と

イ

ン

ド

美

学

思

想

い

さ

お

君

に

見

る

仏

教

境

地

道

元

の

時

間

論

の

意

義

物

と

心

―

意

識

や

意

根

デ

ィ

グ

ナ

ー

ガ

の

ア

ポ

フ

ハ
論
－

弓
r
a
ヨ

包
a
s
a
ヨ
u
-
c
c
a
y
a”

第

五

章

を

中

心

に

『
観

心

覚

夢

紗

』

に

見

る

日

本

唯

識

の

特

徴

イ

ン

ド

の

祭

礼

と

シ

ヤ

ー

マ

几

ス

ム

の

関

係

に

つ

い

て
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高

尾

舞
子

『

パ
ン
チ

ャ

タ
ン

ト

ラ
』

の
教

訓

に

つ

い
て

平

岩

麻
実

原

始

聖

典
か

ら

兄

る

僧

院

に
つ

い
て
I

律

蔵

を

中

心

に

し

て

中

川

由

紀
子

ラ

ビ

ン

ド
ラ

ナ

ー
ト

ー
タ

ゴ

ー
ル

に

お
け

る
言

語

世

界

観

佐

度

幸
恵

イ

ン

ド
舞

踊

に

み

る
文

化
と

思

想
－

バ

ラ

タ
ナ

フ

テ

ィ

ヤ

ム
に

顕

現

さ

れ
る

も

の

と

は

荒

井

由

香
里

白

衣

観

音
に

つ

い
て
I

『
覚
禅

抄

』

に

よ

る

高

橋

直

渡

パ

ー
リ

テ

キ

ス

ト

版

こ
し
y
Z
ン
ー

八
十

隔

に
見

る

仏

説

の

人

意

に

つ

い

て

布

施

祥
太

『
教

行

信
証

』
「
行

巻
」

の
行

の

研

究

射

場

京
子
r
a
s
a

論

に
お

け

る
小

倉

百

人

一

首

の
観

照

飯

島

俊
哲

『
金

剛
頂

経
』
の
「

五

相

成
身

観

」
に

お

け

る

く
さ
と

り

》
の

構

造

神

田

健
志

イ

ン

ド

に
お

け

る

リ

ン

ガ

の
意

味
－

『
リ

ン

ガ

ー
フ

ラ

ー

ナ
』

抄

訳
に

お

け

る

リ

ン

ガ
崇

拝

を

中
心

と

し

て

戸

谷

佐

知
子

習

合

の

本
質

松

田

雅
彦

刹

那

の

生
か

ら

存

続

す

る

生

ヘ
ー

軽
量

部

に
よ

る

自

己

同

一

性

論

証

勝

沼

理
恵

イ

ン

ド
中

欧

、

ム
ガ

ル

帝

国
史

に

残

る
建

造

物

木

村

智
沙

法

然

の

念
仏

思

想
－

南

都

浄
十

敦

か

ら

の
影

響

櫛

引

哲
也

不
可

触

民
制

度

の

歴

史

的

・
思

想

的

背
景

岸

和

田

崇

現

代
口

本
に

お

け

る

体

育
会

の

精

神
性
－

東

洋

大

学

体
育

会
少

林
寺

拳

法

部

を

例

に

サ
イ
ロ
ー
・
テ
イ
ラ
ワ
ッ
ト

日
本
宗
教
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
真
如
苑

を
中
心
に

〈
n

部
▽

江
成

紀
子

新
ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
の
非
存
在
論
－

ガ
ン
グ
ー
シ
ャ
に
よ
る

『
タ
ッ
ト
ヅ
ア
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
「
ア

バ
ー
ヅ
ア

ー
ヴ
ァ
ー

ダ
」
日
本
1
訳
の
試
み

蔦
木

光
久

『
火
の
鳥
』

に
お
け
る
手
塚
治
虫
の
輪
廻
観
お
よ
び
業
観

に
つ
い
て

川
名

静
江

『
聖
徳
太
7

絵
伝
』

の
成
立
－

法
隆
寺
東
院
絵
殿
の
「
聖

徳
太
子
障
子
絵
」

か
ら

の
考
察

石
垣

正
人

天
の
言
葉
集

浅
川

南
領

イ
ン
ド
に
お
け
る
牛
崇

拝
の
考
察

高
橋

宇
為

遍
路
を
思
う
I

四
国
遍

路
体
験
の
自
己
考
察

外
崎

誠

ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
治
世

に
つ
い
て

水
野

雄
大

シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
悲
劇
作
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
ラ
サ
論

渡
漫

康
緒

勝
海
舟
の
剣
と
禅
の
思
想

小
野

高
弘
v
i
s
n
u
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
位
の
変
化

横
田

由
美
子

仏
教

に
お
け
る
非
暴
力
(
a
h
i
m
s
a
）
と
戦
争

・
平

和
の

研
究

石
羽
滓
ま

ゆ
み

長
寿
を
順
う
I

ア
シ
ュ

タ
ー
ン

ガ

ー
サ
ン

グ
ラ
ハ
第
一

章
よ
り

川
原

和
子

チ
ベ
ッ
ト
医
学

『
キ
ュ

ー
・
シ
』

に
み
ら
れ
る
病
の
根
元

の
探
求

－134 －



出
堀

道
子

香
と
仏
教
と
私

石
原

草
吉

不
成
囚
（
S
E
（｛
F

｝
論
の
値
認
と
そ
の
実
川
の
た
め
に
－
N
y
a
y
a
b
i
n
d
u

に
拠
る

戸
塚
し
の
ぶ

絵
本
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
ー
誰
で
も
読
め
る
や
さ
し
い
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ナ

吉

次

辿

泰

わ

が
国

に

お
け

る
終

末

期
医

療
へ

の

占
代

イ

ン

ド
医

学

的

対
処

法

の
展

開
－

古

代

イ

ン
ド
医

学

書

『
チ

ャ

ラ

カ

ー
サ

ン

ヒ

タ

ー
J
F
d
r
i
y
a
s
t
h
a
n
a
m

の

サ

ン

ス

ク

リ

ッ
ト

原

典
翻

訳

を
令

む

飯
塚

幸
弘

不
可
触
民
問
題
と
ガ
ン
デ
ィ
フ
ー
ヤ
ン
グ

ー
イ
ン
デ
ィ
ア

大
学

院
修
士
論
文

に
見
る
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
思
想

磯
部

知
里

井
原
香
奈
江

沖
田

寛
之

菊
地

恵
芙

近

吉
則

酒
井
真
理
江

榊
原

紀
f

笹
井

な
み

鈴
木

勇

鈴
木
健
人
郎

中
野

歌
繊

野
田

康
司

星

祐
紀

山
村

公
司

渡
沿

祥
人

タ
ン
ト
ラ
の
宇
宙
展
開
と
思
想

『
マ
ヌ
法
典
』
に
お
け
る
イ
ン
ド
女
性
の
地
位

食
か
ら
み
た
イ
ン
ド

地
獄
思
想

の
起
源
－

私
の
地
獄
思
想
と
は

『
法
華
経
』

に
お
け
る
菩
提
心
思
想

仏
典
に
出
現
せ
る
震
動
の
研
究

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
語
義
解
釈
に
つ

い
て

ジ
ャ
ッ
カ
ル
と
ワ
ニ
ー
イ
ン

ド
の
民
話
の
翻
訳

矛
盾
と
い
う
こ
と
I

「
た
た
か
っ
て

い
れ
ば
ま
け
な
い
の

で
す
。
」
ガ
ー
ン

デ
ィ
ー
の
「
矛
盾
」
を
め
ぐ
る
考
察

タ
ゴ
ー
ル

が
見
た
日
本

ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
の
仏
教
観
y
j
5
Z

べｙ

べ
吻
し
y
S
y弐
コ
g
y

の
翻
訳

宗
教
的
冒
涜
－

『
悪
魔
の
詩
』

の
場
合

「
旅
行
者
の
見
た
イ
ン
ド
宗
教
文
化
」

吐
界
の
宇
宙
論
と
古
代
イ
ン

ド

柾 満

達
成
二

モ
ン

ゴ
ル
語
訳
p
a
n
c
a
t
a
n
t
r
a

の
文
献
学
的
研

究

「
聖
天
」
そ
の
図
像
と
道
場
観
―

『
別
尊
雑
記
』

を
中
心

と
し
て
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